
通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番号 類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上原本
下コピ

１
Ａ１９

Ａ
１

天保１４年８月２１日
（１８４３年）・卯

天保１４卯年大坂町人御
用金

○記載なし
●記載なし

先頃、羽倉外記が大坂へ移り、大坂商人から御用金を募り、合わせて１５９
万両を集めることが出来た。大口１９軒の明細を記載している。

虫喰いあり
原
本

状 1 上１０９

２
Ｅ２

Ａ
１

（明治初年） Ｅ　書簡・その他
○略
●略

金谷町所在文書目録　Ｅ２、Ｅ８０、Ｅ８６の書簡等を一括収録。
原
本

状 3 上１０９

３
Ａ６

Ａ
２

（天明４年）７月１７日
（１７８４年）・辰

なし
（道中往来不法行為取締の達）

○伊予御印・遠江御印
●東海道品川より守口迄　佐屋路共宿々問屋・年
寄

・継人馬については印鑑引き合わし差出すこと。・出立の刻限、朝７ツ時よ
り夜５ツ時までとする。・人馬賃銭不足なきよう取り計らうこと、などの達書。

河村多賀造
表装サイズ：
270×３３ｃｍ

原
本

状 1 上１０９

４
Ａ２４

Ａ
２

安政２年２月
（１８５５年）・卯

御条目五人組帳
榛原郡切山村

○切山村名主：重平、組頭：平六、百姓代：市郎
平、外五人組連署
●中泉御役所

遵守すべき諸条目が前書してあり、それを請けて、百姓が違背なきよう誓
約した五人組の署名あり。続いて、差上申鉄炮證文之事として持主重兵衛
の届書あり。

丁数２８枚、
署名は後の
追加か？

原
本

竪
帳

1 上１０９

５
Ｃ１４

Ａ
２

安政４年１１月
（１８５７年）・丁巳

東照宮御百箇条
○越前屋執事、幸助雅兄の友東瀬秋山与平
●記載なし

久能山宝蔵に納められた徳川家康自筆の百箇条を宮役邸において書き
写したもの。

原
本

綴
り

1 上１０９

６
Ｅ191

Ａ
２

なし （Ｅ　書簡・その他）
○省略
●省略

金谷町所在文書目録：Ｅ１９１、Ｅ３６１。
原
本

状 2 上１０９

７
Ａ181

Ａ
３

（寛政１０年）
（１７９８年）

（書簡表袋）
○記載なし
●記載なし

袋表に次のような記載あり。「川越長左衛門の不心得に付、川役人より御
宿衆へ差出したる書付」。大正１４年５月２７日　多賀造　閲。

原
本

袋 1 上１０９

８
外１６

Ａ
３

明治３年９月２３日
（１８７０年）・庚午

乍恐以書付御訴奉申上候
○定吉親類惣代：半七、組合惣代：長治郎・由
松、金谷宿役人惣代：組頭八郎次
●嶋田御役所

家内２人暮らしの髪結い亭吉、この８月１９日家出する。心当たりの場所を
探すも発見できず。実は定吉、これまでも金に困って借財しているので、そ
の返済ができず家出したと思えないことはない、このように届け出する。

原
本

状 1 上１０９

９
外１１

Ａ
３

明治３年９月２７日
（１８７０年）・庚午

差出申一札之事
○藤右衛門組合、嶺村：孫次　外７名
●当町地方御役人中

私共組合中の一人藤右衛門、先般我等が請書した箇条書の一つ原畑野
荒しをして背いたこと、申訳けなし。過料５貫文を組合員に割当て差し出
す。藤右衛門の身柄はこちらに下げ渡し願いたい。

原
本

状 1 上１０９

１０
外１４

Ａ
３

明治３年１０月１３日
（１８７０年）

乍恐以書付奉申上候
○金谷宿役人惣代組代：佐塚半三郎、名主：下嶋
弥八郎
●島田御役所

金谷宿内、半蔵という者、農間に木賃商いをして暮しているが、当９月、私
用、途中の帰りの午後７時頃、金谷原にて２人の旅人が最寄の百姓畑から
薩摩芋を掘り出し焼き芋にして食しているところを見て脅迫した。旅人は逃
げ出したが、その時衣類を落として行った。半蔵はこれを自分のものにし
た。このことで役所から半蔵のこと問合せがあった。その回答。

原
本

状 1 上１０９

１１
外１７

Ａ
３

明治３年１１月１０日
（１８７０年）・庚午

（稲川村百姓長兵衛品物
買取の事）

○金谷宿百姓伊右衛門差添組頭：河村八郎次
●静岡刑法御役所

知人稲川村百姓長兵衛牧之助より当６月中旬、持参の品物を買取った
が、これは盗品とのことでお調べあり、驚いている。このこと相違なし。

原
本

状 1 上１０９

１２
外７

Ａ
３

（明治３年）１１月１７日
（１８７０年）・庚午

乍恐以書付御届奉申上候
○京屋善十郎、組頭：佐塚半三郎、名主：下嶋弥
八郎
●嶋田御役所

アヘン、掛目１匁２分、これを金谷宿京屋善十郎が所持していること相違な
し、としている。

原
本

状 1 上１０９

１３
外１０

Ａ
３

明治４年７月２０日
（１８７１年）・辛未

乍恐以書付奉申上候
○金谷宿組頭：河村八郎次、名主：下嶋弥八郎
●嶋田：御役所

金谷宿百姓河村要作の孫八蔵は、常日頃身持ち悪く、忠告すれども効果
なし。このことで静岡の松岡万様にお縋りした。そして改心所から呼出を受
けた。前持って役所に届出していないことをお叱りを受けた。

原
本

状 1 上１０９

１４
外４

Ａ
３

（明治４年）７月２０日
（１８７１年）・未

乍恐以書付奉申上候
○金谷宿組頭：河村八郎次、名主：下嶋弥八郎
●島田：御役所

金谷宿百姓河村要作の孫の八蔵は２５歳になるも身持ち悪く、意見しても
改心せず役所に相談、静岡改心所へ入所申込をするようにとの書状。終り
の部分に役所から入所諸入用を納めよとの文言あり。

原
本

状 1 上１０９

原・
写
区
別

形
態

数
量

撮
影

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考

地区番号：９　地区名：金谷藤屋文書目録



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番号 類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上原本
下コピ

原・
写
区
別

形
態

数
量

撮
影

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考

１５
Ａ127

Ａ
３

記載なし　７月 大目付江
○記載なし
●（大目付）

１９日卯刻頃、松平大膳太夫家来が御料に乱入、炮発したが、諸家人数が
出張し、これを討ち取る。残党は逃げ去る･･････････､などと大日付に報告
したものカ？またその写しカ？

原
本

状 1 上１０９

１６
Ｅ８１

Ａ
３

省略 Ｅ　書簡・その他
○省略
●省略

金谷町所在文書目録のＥ８１、Ｅ８３、Ｅ９９、Ｅ３５１、Ｅ４０１。
原
本

状 5 上１０９

１７
外２１

Ｂ
３

明治３年１０月１２日
（１８７０年）・庚午

差上申一札之事

○金谷河原町百姓代１、組頭１、名主見習河村弥
七郎、金谷宿、親類各１、組頭１、名主：下嶋弥八
郎
●嶋田御役所

反別合３６町１反６畝２０歩、これは秣場として開発を願い、許可された土
地。未年からはじめ辰年まで、１０ケ年計画で実施する計画。

竪帳の断片
原
本

状 2 上１０９

１８
Ａ８

Ｃ
１

寛政９年１２月
（１７９７年）・巳

巳御年貢割付
○河原町
●本町：三郎右衛門

高１石１斗８升、この取米４斗９升６合、納辻５斗３升９合、金１分、銭２８０
文。

虫喰いあり
原
本

状 1 上１０９

１９
Ａ８３

Ｃ
１

寛政１１年１２月
（１７９９年）・未

寛政１１年未御年貢割付
○金谷地方
●三郎右衛門

高２石８斗２升５合、これより諸色引き、残り１石３斗1升４合、この取米４斗５
升、外に出目口米３升５合、納合：４斗８升５合、草高入用４斗４升６合、以
上皆済。

虫喰いあり
原
本

状 1 上１０９

２０
Ａ１１

Ｃ
１

寛政１２年
（１８００年）

申御年貢割付（後欠）
○左五右衛門
●欠

高２石６斗２升５合、有高１石３斗１升４合、この中より本畑と田方の石高とそ
の取米を記載している。文章後欠。

原
本

状 1 上１０９

２１
Ａ176

Ｃ
１

享和２年
（１８０２年）

御年具割付
○河原町
●本町：三郎右衛門

本町三郎右衛門の家に伝わる年貢割付の文書である。享和２年より明治６
年にかけての文書が混在。享和２年の年貢：「高１石１斗８升、此取田方５
斗５升、米４升８合出目口米、納辻５斗９升８合、銭１貫５４０文入用」とある。
安政５年は「１石２斗８升」、明治６年「５石９斗４升２合」となっている。

原
本

状 10 上１０９

２２
Ａ146

Ｃ
１

文化元年１２月
（１８０４年）･子

文化元子御年貢割付
○河原町
●本町：三郎右衛門

高１石１斗８升、此取米　田方５斗５升、出目米４升８合、納辻５斗９升８合、
金１両銭１６２文　前高入用。

虫喰いあり
原
本

状 1 上１０９

２３
Ａ１２

Ｃ
１

（文化３年）１２月
（１８０６年）・寅

寅御年貢割付
○金谷町
●本町：佐五右衛門

高２石６升５合、この有高１石３斗１升３合、この取米４斗５升８合、納合４斗9
升３合。

原
本

状 1 上１０９

２４
Ａ１３

Ｃ
１

文化４年１２月
（１８０７年）・卯

当卯御年貢割付
○河原町
●本町：三郎右衛門

田方の高：１石１斗８升、この取米と出目を合わせて、納辻５斗９升８合、外
金１分。永４厘入用、皆済。

原
本

状 1 上１０９

２５
Ａ５０

Ｃ
１

（文化１４年）１２月
（１８１７年）・丁丑

丑御年貢割付
○金谷町
●佐五右衛門

高２石６斗２升５合、この内諸色を差引き、有高１石３斗１升３合、それから
本畑、田方、出目口米、茶高入用を記載。

原
本

状 1 上１０９

２６
Ａ５１

Ｃ
１

（慶応元年）１２月
（１８６５年）・乙丑

当丑御年貢割付
○金谷町
●本町：三郎右衛門

高２石３斗２升４合、これより諸引きを除外し、有高１石１升２合、この取米２
斗５升３合、この外に２升２合の出目口米あり、納合２斗７升５合、金１分と
永９６文（入用）。

原
本

状 1 上１０９

２７
Ａ４９

Ｃ
１

慶応元年１２月
（１８６５年） 乙丑

（年貢皆済）
○金谷町
●三郎右衛門

高５石２斗６升２合、これより本畑・新畑・田方の高と取米を算出し、その取
米計１石６斗９升５合。納合は１石８斗（虫欠）升１合、以上皆済。

原
本

状 1 上１０９

２８
Ａ２９

Ｃ
１

明治元年１２月
（１８６８年）・辰

辰御年貢割付
○金谷町
●三郎右衛門

高２石６斗2升５合、有高１石３斗１升4合、取米４斗２升９合、その外も加
え、納合４斗６升２合　　後欠。

虫喰いあり
原
本

状 1 上１０９

２９
Ａ144

Ｃ
１

（明治３年）１２月
（１８７０年）・庚午

午御年貢割付
○河原町
●本町：三郎右衛門

高１石２斗８升、取米４斗１升、米３升６合、納辻４斗４升６合、金１分・２６３
文（入用）、１２８文（両役）。

原
本

状 1 上１０９



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番号 類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上原本
下コピ

原・
写
区
別

形
態

数
量

撮
影

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考

３０
Ａ８０

Ｃ
１

（明治４年）２月２９日
（１８７１年）・未

当未御年貢割付
○河原町
●本町：三郎右衛門

高１石１斗８升、有高６斗６升８合、この取米２斗４升２合、出目米を含め、
納辻２斗６升４合、御蔵入過米代金差引、見込み入用金１分、永５０文６
分、以上皆済。

原
本

状 1 上１０９

３１
外２２

Ｃ
１

明治７年１２月
（１８７４年）・戌

当戌御年貢割付
○金谷宿
●本町：金原三四郎

①金原家の高：５石９斗４升３合、この有高５石７斗１升２合、この取米１石７
斗７升１合、これに出目口米が加わり、納合１石８斗７升４合、②この外に、
入用・秣場税　１戸3人分が加わり、①の納合にこれを加え、計７円３８銭２
厘６毛、この内、すでに日掛け分１円７４銭を差引き、最終納合５円６４銭４
厘６毛。以上皆済。

原
本

状 1 上１０９

３２
Ａ３４

Ｃ
１

記載なし　　　１０月
･子

覚
○四郎兵衛
●記載なし

籾１俵、これは当子年の蔵収の分、受取る。納入する者は四郎兵衛（本所
佐五右衛門分みね四郎兵衛とある）。

原
本

状 1 上１０９

３３
Ａ139

Ｃ
１

記載な　　１２月
・子

子御年貢割付
○預組
●三郎右衛門

①高９斗１升４合、この有高７斗５升４合、この取米２斗９升４合、外に出目
米などあり、納合４斗９升１合。②亥年分：５斗３升４合。

虫喰いあり
原
本

状 1 上１０９

３４
Ａ５２

Ｃ
１

記載なし　１２月
・丑

当丑御年貢割付
○河原町
●本町：三郎右衛門

高１石１斗８升、この免４ッ４、取米、出目、口米合、納辻５斗６升４合、金１
分･永８５文１分。

虫喰いあり
原
本

状 1 上１０９

３５
Ａ141

Ｃ
１

記載なし　１２月
・丑

丑御年貢割付
○預組
●（本町）：三郎右衛門

高９斗１升４合、この有高７斗５升４合、取米２斗９升４合、出目４分７厘
外、納合４斗８升５合、外に１升８合の高役・国役あり、外に、寅御年貢割付
一通張合せあり。

原
本

状 1 上１０９

３６
Ａ６３

Ｃ
１

記載なし　１２月
・寅

当寅御年貢割付
○金谷町
●本町：三郎右衛門

①高２石３斗２升４合、この納合２斗７升５合、②金１分･永１１１文４分入用。 虫喰いあり
原
本

状 1 上１０９

３７
Ａ６２

Ｃ
１

記載なし　１２月
・寅

当寅御年貢割付
○河原町
●三郎右衛門

①高１石１斗４升、納辻５斗１升２合、残米１斗１升４合、②金１分、入用見
込み、残米１斗２升６合、③金１両永１５２文入用見込み、過米差引:金１両
１分･永１９５文。この残り１両２８４文。　皆済。

原
本

状 1 上１０９

３８
Ａ６４

Ｃ
１

記載なし　１２月
・寅

当寅御年貢割付
○河原町
●本町：三郎右衛門

①高１石１斗８升、納辻５斗６升４合、②金１分･永７８文、入用。 虫喰いあり
原
本

状 1 上１０９

３９
Ａ147

Ｃ
１

記載なし
・寅

寅御年貢割付
○記載なし（河原町）
●本町：三郎右衛門

高１石１斗８升、此取（田方）５斗１升９合、出目米４升５合、納辻５斗６升４
合、金２両銭１９２文、入用：金１両２３文。

原
本

状 1 上１０９

４０
Ａ148

Ｃ
１

記載なし
・寅

当寅御年貢割付
○記載なし
●本町：三郎右衛門

高１石２斗８升、この内訳、・１石１斗、田方（免４ッ２分）取米４斗６升２合、・
８升１合、田方（免２ッ５分）取米２升１合、・５升（免２ッ５分）取米１升３合、・
４升９合、取米１升２合。

虫喰いあり
原
本

状 1 上１０９

４１
Ａ６５

Ｃ
１

記載なし　７月１２日
･卯

去寅御年貢并入用追割付
○河原町
●記載なし

本町三郎右衛門に関する追加分年貢、高１石１斗８升、永１５１文、この金
２朱・１６４文、以上皆済。

原
本

状 1 上１０９

４２
Ａ６６

Ｃ
１

記載なし　７月
・卯

寅御年貢追割付
○金谷町
●記載なし

本町:三郎右衛門に関する寅年貢。・納合１石７斗５升２合、・入用見込金１
両永５２文４分、２口計：金１両１分･永５文１分、銭３２文　以上皆済。

原
本

状 1 上１０９

４３
Ａ６７

Ｃ
１

記載なし　１２月
・卯

当卯御年貢米割付
○三郎右衛門組
●三郎右衛門

高１石２斗７升４合、有高１石１斗１升４合、取米３斗８升２合、外に、入用米
等あり、納合５斗６升２合、以上皆済。

原
本

状 1 上１０９

４４
Ａ６９

Ｃ
１

記載なし　１２月
・卯

当卯御年貢割付
○河原町
●本町：三郎右衛門

高1石８升、取米４斗７升２合、納辻５斗１升４合、外、入用分（金納）を含
め、辰７月１３日皆済。

原
本

状 1 上１０９

４５
Ａ７０

Ｃ
１

記載なし　１２月
・卯

当卯御年貢割付
○金谷町
●本町：三郎右衛門

高５石２斗６升２合、有高１石５斗３升６合、取米１石５斗３升６合、納合１石６
斗７升１合、残米７升１合、代永９８文６分　計１両１分２朱、以上皆済。

原
本

状 1 上１０９

４６
Ａ６８

Ｃ
１

記載なし　１２月
・卯

記載なし
（去寅御年貢皆済）

○河原町
●記載なし

金２両２分、永４０文８分　入用金。寅年迄取立分１両１分永３０文、計１両１
分・永１０４文８分。以上皆済。

原
本

状 1 上１０９



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番号 類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上原本
下コピ

原・
写
区
別

形
態

数
量

撮
影

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考

４７
Ａ７２

Ｃ
１

記載なし　１０月
・辰

覚
（年貢割付状）

○河原町
●本町：三郎右衛門

籾２斗５升は追加割付分。
原
本

状 1 上１０９

４８
Ａ７１

Ｃ
１

記載なし　１０月
・辰

覚
（年貢割付状）

○金谷地方
●本町：三郎右衛門

籾１俵（上米）割付。
原
本

状 1 上１０９

４９
Ａ142

Ｃ
１

記載なし　１２月
・辰

辰御年貢割付
○預組
●三郎右衛門

高１石２斗７升４合、有高１石１斗１升４合、取米４斗５升８合、外に、出目、
入用米等あり、納合７斗４升、以上皆済。

原
本

状 1 上１０９

５０
Ａ７３

Ｃ
１

記載なし　４月
・巳

去辰追割賦
○河原町
●本町：三郎右衛門

高１石１斗８合、金１分、永５６文８分入用、この銭３８３文、以上皆済。
原
本

状 1 上１０９

５１
Ａ７４

Ｃ
１

記載なし　12月２８日
・巳

当巳御年貢割付
○河原町
●本町：三郎右衛門

高１石１斗８升、この取米４斗７升２合、納辻５斗１升４合、内、１俵を御蔵
収、残米１斗１升３合、代永２１９文２分、以上皆済。

原
本

状 1 上１０９

５２
Ａ７５

Ｃ
１

記載なし　１２月
・午

当午御年貢割付
○金谷町
●三郎右衛門

高９斗１升４合　有高７斗５升４合、取米２斗４升１合、外に入用・出目あり、
納合４斗３升４合。

原
本

状 1 上１０９

５３
Ａ７６

Ｃ
１

記載なし　12月
・午

当午御年貢割付
○金谷町
●三郎右衛門

高２石６斗２升９合、有高１石３斗１升４合、取米４斗２升９合、この外に３升３
合の出目口米あり、納合４斗６升２合、内８合は馬引き方残り、４斗５升４
合。

原
本

状 1 上１０９

５４
Ａ７８

Ｃ
１

記載なし　１２月
・午

当午御年貢割付
○金谷町
●本町：三郎右衛門

高５石２斗６升２合、有高５石６升２合、取米１石５斗３升６合、納合１石４斗５
升４合、更に見込み入用金１両２分、永１８３文８分。晦日皆済。

原
本

状 1 上１０９

５５
Ａ159

Ｃ
１

記載なし　１２月
・午

覚
（皆済目録）

○金谷町
●本町：三次郎

永１貫２７文３分、この銭１１貫９１文、内１７貫３００文は日掛け、残り差引銭
６貫２０５文、当午年皆済。

原
本

状 1 上１０９

５６
Ａ149

Ｃ
１

記載なし　４～５月
・未～申

（去午御年貢割付）
（前欠文書）

○河原町
●本町：三郎右衛門

高１石１斗8升、金１分２０文、追取立、永３８文　入用。
原
本

状 1 上１０９

５７
Ａ７９

Ｃ
１

記載なし　１２月晦日
・未

御年貢未進割付
○河原町
●本町：三郎右衛門

金2分と永５６文、銭３８０文は丑年残分を含め、未年の年貢割付である。
原
本

状 1 上１０９

５８
Ａ８１

Ｃ
１

記載なし　１２月晦日
・未

当未御年貢割付
（皆済印あり）

○河原町
●本町：三郎右衛門

高１石２斗８升、この取米４斗３升５合、納辻４斗７升３合、御蔵入過米７斗２
升７合、見込み入用金３両３分、永９０文、過米代金差引、金１両、永１４７
文４分不足。以上皆済。

原
本

状 1 上１０９

５９
Ａ８２

Ｃ
１

記載なし　１２月
・未

未御年貢割付
○河原町
●本町：三郎右衛門

高１石２斗８升、この取米６斗２升７合、出目米合わせて納辻６斗８升２合、
外入用金等合わせて１分と５４１文。

原
本

状 1 上１０９

６０
Ａ152

Ｃ
１

記載なし　１２月
・未

未御年貢割付
○金谷町
●三郎右衛門

高５石５斗６升３合、これより田方・畑方に分け取米を算出しその取米１石４
斗６升６合、外に出目米あり、納合１石5斗７升９合、外に起返分４斗５合、こ
の取米４升１合。

原
本

状 1 上１０９

６１
Ａ８６

Ｃ
１

記載なし
・申

丑年より御年貢未進
○河原町
●三郎左衛門

丑年有高永１０２文、未４月　金１分２朱　永３８文、〆金２分、永１５文４分、
元利〆金２分、永９２文７分　未進分。

原
本

状 1 上１０９

６２
Ａ８７

Ｃ
１

記載なし　１２月
・申

記載なし
（申御年貢割付）

○金谷町
●欠

高５石５斗６升３合、有高３石６斗５升６合、取米１石５斗７合、他も加えて納
合１石６斗２升３合、更に、草高入用米１石１合、合計２石６斗２升４合。

虫喰い多い
原
本

状 1 上１０９

６３
Ａ９０

Ｃ
１

記載なし　１２月
・申

申御年貢割付
○金谷町
●三郎右衛門

①高２石３斗２升４合、有高１石２升２合、この取米２斗５升３合、外に口米あ
り、納合２斗７升５合、内、違作引き等が若干あり。②入用金１分･永１２文６
分。

虫喰いあり
原
本

状 1 上１０９

６４
Ａ８９

Ｃ
１

記載なし　１２月
・申

当申御年貢割付
○河原町
●本町：三郎右衛門

１の３の４番、高１石１斗８升、取米５斗７升８合、出目口米５升、納辻６斗２
升８合、外に入用として金１分、永１７文９分。

原
本

状 1 上１０９

６５
Ａ８５

Ｃ
１

記載なし　１２月
・申

申御年貢割付
○金谷町
●三郎右衛門

高２石６斗２升９合、有高１石３斗１升４合、取米４斗２升９合、この外に３升３
合の出目口米あり、納合４斗６升２合。

虫損あり
原
本

状 1 上１０９

６６
Ａ９３

Ｃ
１

記載なし　１２月３１日
・戌

当戌御年貢割付
○河原町
●東町：三郎右衛門

①１の３の４番、高１石１斗８升、田方取米５斗７升８合、口米５升、納辻６斗
２升８合、この内、子損地引米２斗８升９合、蔵入米１俵、小計６斗８升９合、
返米６升１合、代永１２９文２分。②金１分永９１文。返米差引金２朱分、永８
６文２分。この残り６０３文。以上皆済。

原
本

状 1 上１０９

６７
Ａ154

Ｃ
１

記載なし　１２月
・戌

戌御年貢割付
○金谷町
●三郎右衛門

高２石６斗２升９合、取米4斗２升9合、その他も加え　納合４斗６升２合。 虫損あり
原
本

状 1 上１０９

６８
Ａ９４

Ｃ
１

記載なし　１２月
・戌

（皆済目録）
○金谷町
●記載なし

納合１石７斗８升６合、内、１石６斗蔵入り、残り（永）４７６文９分、金３分２
朱･永３２文２分入用、皆済。

原
本

状 1 上１０９

６９
Ａ９５

Ｃ
１

記載なし　１２月
・戌

未進
○金谷町
●三郎右衛門

未・申・酉年分を合わせて、金１両３分･永１０６文。
原
本

状 1 上１０９

７０
Ａ133

Ｃ
１

記載なし　１１月 当辰御年貢割付
○河原町預り組
●本町：三郎右衛門

１、高１石２斗８升、納辻６斗８合、外に５升５合の増米あり、合計６斗６升３
合。

虫損あり
原
本

状 1 上１０９



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番号 類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上原本
下コピ

原・
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７１
Ａ７７

Ｃ
１

記載なし　１２月晦日 当午御年貢割付
○河原町
●本町：三郎右衛門

１の３０番の高１石１斗８升、内６斗８升は石砂入り引き、残り有高５斗、この
取米２斗、外に出目・口米あり、納辻２斗１升８合、この内４斗は蔵入り、過
米１斗８升４合、代金１分、見込み入用金１分･永２２２文、過米差引 永７６
文４分、以上皆済。

原
本

状 1 上１０９

７２
Ａ136

Ｃ
１

記載なし　１２月 取御年貢割付
○預組
●三郎右衛門

①酉御年貢割付：高９斗１升４合、納合７斗３合、②戌御年貢割付：高９斗１
升４合、納合６斗９升１升３合。

破損あり
原
本

状 1 上１０９

７３
Ａ140

Ｃ
１

記載なし　１２月 子御年貢割付
○川原町
●本町：三郎右衛門

高１石１斗８升、取米５斗１升９合。出目口米４升５合、納辻５斗６升４合、外
に入用金１分２５５問　両役８３文

虫損あり
原
本

状 1 上１０９

７４
Ａ137

Ｃ
１

記載なし　１２月 取御年貢割付
○川原町
●本町：三郎右衛門

１、高１石２斗８升、この取６斗２升７合、納辻６斗８升２合、外に金１分・３６７
文（入用）、１１９文（両役）。

原
本

状 1 上１０９

７５
Ａ143

Ｃ
１

記載なし　１２月 当午御年貢米割付
○記載なし
●三郎右衛門

高１石２斗７升４合、これより荒地引き、地子引きがあり、残り有高７斗５升４
合、この取米２斗４升１合、外に出目口米、入用米等があり、納合３斗８升８
合、この代永３８８文、以上皆済。

原
本

状 1 上１０９

７６
Ａ138

Ｃ
１

記載なし　１２月 亥御年貢割付
○預組
●三郎右衛門

高９斗１升４合　有高７斗５升４合３勺９分　、納合５斗３升４合（出目、高役、
国役含む）。

原
本

状 1 上１０９

７７
Ａ８４

Ｃ
１

記載なし 去未御年貢追取立
○記載なし
●本町：三郎右衛門

１の３０番、高１石１斗８升、記載は以上のみ。 断簡
原
本

状 1 上１０９

７８
Ａ150

Ｃ
１

記載なし 当巳御年貢割付
○記載なし
●本町：三郎右衛門

高５石２斗６升２合、有高５石６升２合、取米１石５斗３升６合、外のも含め、
納合１石６斗７升１合。

原
本

状 1 上１０９

７９
Ａ155

Ｃ
１

記載なし 当戌御年貢割付
○記載なし
●本町：三郎右衛門

高２石３斗２升４合、取米２斗５升３合、外に２升２合の出目口米あり、納合２
斗７斗５合。

虫損あり
原
本

状 1 上１０９

８０
Ａ157

Ｃ
１

記載なし 卯御年貢割付
○記載なし
●本町：三郎右衛門

高１石２斗８升、取米５斗５升９合（田方）。 虫損あり
原
本

状 1 上１０９

８１
Ａ156

Ｃ
１

記載なし 当亥御年貢割付
○記載なし
●本町：三四郎

１の２８番：高１石２斗８升、有高１石１斗８升１合、取米４斗８升３合、納辻５
斗２升６合。

文章後欠
原
本

状 1 上１０９

８２
Ａ151

Ｃ
１

記載なし 当未御年貢割付
○記載なし
●本町：三四郎

高５石２斗６升２合、納合１石９斗７升９合、〆金２１両３分･永１７３文５分。 虫喰あり
原
本

状 1 上１０９

８３
Ａ153

Ｃ
１

記載なし 当酉御年貢割付
○欠
●本町：三郎右衛門

高５石２斗６升２合、田方･畑方に分け取米算出、その計：１石６斗４升２合、
外に、出目米あり、納合１石７斗８升６合、内、米１石６斗蔵入り４俵、残り１
斗８升６合、代金５０２文７分。

文章後欠
原
本

状 1 上１０９

８４
Ａ166

Ｃ
１

記載なし （年貢割付）
○記載なし
●記載なし

高１石２斗８升、この有高１石２斗３升１合、この取米４斗９升６合、これに出
目口米を加え、納合５斗４升。

文章後欠
原
本

状 1 上１０９

８５
Ｅ６２

Ｃ
１

省略 Ｅ　書簡その他
○省略
●省略

金谷町所在文書目録の、Ｅ６２、Ｅ２５１、Ｅ２８４、Ｅ２９９、Ｅ３００、Ｅ３０１、Ｅ
３０８、　　Ｅ３１７、Ｅ３１８、Ｅ３２１、Ｅ３２３、Ｅ３３３、Ｅ３５７を一括収録。

原
本

状 13 上１０９

８６
Ａ128

Ｃ
２

記載なし　７月
・子

覚
（御伝馬役諸入用払外覚書）

○六郎　外、３名
●記載なし

御伝馬役諸入用に関する覚書、金１両１分、銭８００文。これは伝馬役人の
銭諸収容の払い、外、夫食米７俵、夫金等あり。

破損あり
原
本

状 1 上１０９

８７
Ｅ404

Ｃ
２

記載なし Ｅ　書簡その他
○記載なし
●記載なし

金谷町所在文書目録の、Ｅ４０４（覚）をここに収録。
原
本

状 1 上１０９

８８
Ａ２０

Ｄ
１

天保１４年
（１８４３年）・卯

金谷宿明細書下書
○記載なし
●記載なし

山上藤一郎支配時の金谷や楚明細書上げ。町並み東西１６町２４間から
始まり、人別、家数、高札場（高札文言あり）、掃除丁場、等を書上げる。外
に、牧野原村、下菊川村、上菊川村、大庭村の明細書あり。

丁数４０枚
原
本

状 1 ○
上１０９
下９０

８９
Ｅ237

Ｄ
２

省略 書簡・その他
○省略
●省略

金谷町所在文書目録のＥ２３７、Ｅ２７１、Ｅ２９５を一括収録。
原
本

状 3 上１０９

９０
Ａ５

Ｄ
３

享保１７年６月
（１７３２年）・壬子

子正月より六月迄村入用
并子川除代金割賦帳

○四郎左衛門（表紙）
●記載なし

村入用・川除代金　６戸分の割合を戸別に記載する。 丁数３枚
原
本

横
帳

1 ○
上１０９
下９０

９１
Ａ173

Ｄ
３

記載なし　９月 乍恐以書付（中欠）事
○記載なし
●記載なし

当町より拝借金を頂いたが、賄に困り伝馬役の方に申訳なし。老母一人を
残し、所持する田畑･山林・家財を売却し、家督を召上げます。なお老母の
ことをよろしく。

他の文も同様
の内容、下書き
か？

原
本

状 2 上１０９

９２
Ｅ８８

Ｄ
３

省略 Ｅ　書簡その他
○省略
●省略

Ｅ８８、Ｅ２３１（書簡）。
原
本

状 2 上１０９

９３
外２

Ｄ
４

天保６年正月
（１８３５年）・未

宗門相対一札之事
○金谷宿専求院
●切山村：陽光院御知事中

貴村切山村の清治郎の娘りつ（２４才）が当金谷宿長左衛門の妻になる。
よって当年より拙寺の宗門帳に加えるので、このことお届けする。

原
本

状 1 上１０９

９４
Ｅ341

Ｅ
１

記載なし Ｅ　書簡・その他
○省略
●省略

　金谷町所在文書目録 Ｅ３４１（書簡）、Ｅ３８２（覚：代金書上げ）
原
本

状 2 上１０９



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番号 類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上原本
下コピ

原・
写
区
別

形
態

数
量

撮
影

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考

９５
外２０

Ｅ
３

明治３年閏１０月
（１８７０年）・庚午

御吟味ニ付申上候書付

○金谷河原町：百姓代（１）、組頭（１）、名主見習：
河村弥七郎、金谷宿：百姓代（１）、組頭（２）、名
主：下嶋弥八郎
●新井俊蔵・渡辺主記

従来、御伝馬役の者は御伝馬山の秣刈取り自由であった。この度駅法改
正あり、御伝馬役に地子は当分免除とし、その外米３５石を諸入用に支給
されることとなった。だからと言って、秣刈取りが禁止となり、この山を取り上
げられたのでは村は難渋、どうか従来通りの利用を許可されたい、とし秣場
反別を書上げる。

竪帳の断片
原
本

状 4 上１０９

９６
外１８

Ｅ
４

（明治３年）１１月１８日
（１８７０年）・庚午

乍恐以書付奉申上候
○金谷宿組頭：河村八郎次・村松茂平、名主：下
嶋弥八郎
●嶋田御役諸

金谷宿二本松の場所、松木の調査、実は、先年伐採したばかりで苗木の
立木のみ、以上報告。

竪帳の断片
原
本

状 1 上１０９

９７
外１３

Ｅ
４

（明治３年）１１月２４日
（１８７０年）・庚午

乍恐以書付奉申上候

○金谷河原町組頭：戸田左九三、名主欠留：河村
弥七郎、金谷宿組頭：河村八郎次、名主：下嶋弥
八郎
●嶋田御役所

金谷宿御伝馬山、同宿川原町持渕山の御林、同所続き新御林の３ヶ所、
先般永５貫８７５文にて請負を認められた。ところが、今般これに新たに増
永を課せられた。この増永は困難なのでもとの永にて願たい。

竪帳の断片
原
本

状 1 上１０９

９８
Ｅ181

Ｅ
４

記載なし Ｅ　書簡・その他
○記載なし
●記載なし

金谷町所在文書　目録№Ｅ１８１（書簡）。
原
本

状 1 上１０９

９９
Ａ168

Ｅ
６

記載なし （飼葉札・滝川広司）
○記載なし
●記載なし

御持筒頭朽木大和守家来、滝川廣司に関する飼い葉札。
サイズ：５.５
×１７ｃｍ

原
本

状 1 上１０９

１００
外５

Ｅ
７

明治３年閏１０月
（１８７０年）・庚午

乍恐以書付奉申上候

○金谷河原町組頭：戸田左九三、名主見習：河村
弥七郎、金谷宿組頭：河村八郎次、名主：下嶋弥
八郎
●嶋田御役所

石炭・金銀銅・硫黄、鉱山業者の調査に付、一切なしと報告したもの。
原
本

状 1 上１０９

１０１
Ａ３

Ｆ
１

元禄３年１１月１０日
（１６９０年）・午

金谷町米大豆相場之覚
○金谷町問屋：六郎右衛門・藤左衛門、年寄：八
郎右衛門・三郎左衛門・五郎右衛門・三右衛門
●御代官

上米は金１０両に付き４１俵６分（３斗７升入り）、中米は金１０両に付き４２俵
７分（３斗７升入り）、下米は金１０両に４３俵８分（３斗９升入り）、大豆は金１
両に付き１石７斗６升。　大正１４年の包み紙入り。

虫損著しい
原
本

状 1 上１０９

１０２
Ａ９１

Ｆ
１

記載なし　１２月 （仕切書）
○友八
●角屋

正月１１日分より４日分、計１貫９８６文。７月１３日　内金１分受取。合計３３
８文。

原
本

状 1 上１０９

１０３
Ａ９２

Ｆ
１

記載なし　１２月
・酉

覚
（肴代仕切書）

○萬助
●金原

申７月１２日、８０文　肴。とり２月２８日１０６文、肴。　計１８６文、とある。
原
本

状 1 上１０９

１０４
外２３

Ｆ
１

記載なし　９月６日 覚
○嘉作
●かとや

９月６日より１０月２１日までの品物代金（あずき、卵など）、計６貫２７６文、と
ある。

原
本

状 1 上１０９

１０５
Ａ131

Ｆ
１

記載なし　９月１５日
覚

（米代金仕切書）
○沢潟や
●角屋

米代金の仕切書。
原
本

状 1 上１０９

１０６
Ａ161

Ｆ
１

記載なし 覚
○記載なし
●記載なし

仕込んで３年目の油代外の受取覚書。差引９２４文の差上げ。 紙破損あり
原
本

状 1 上１０９

１０７
Ｅ１

Ｆ
１

省略 Ｅ　書簡・その他
○省略
●省略

金谷町所在文書目録の、Ｅ１、Ｅ２１、Ｅ４８、Ｅ５９　すべて書簡。
原
本

状 4 上１０９

１０８
Ｅ４２

Ｆ
１

省略 Ｅ　書簡・その他
○省略
●省略

金谷町所在文書目録の、Ｅ４２、Ｅ５２、Ｅ７５、Ｅ１５５、Ｅ３８８、Ｅ４０２、覚・
記・書翰以外にも送り状、請求書などがある。

原
本

状 6 上１０９

１０９
Ｅ114

Ｆ
１

省略 Ｅ　書簡・その他
○省略
●省略

金谷町所在文書目録の、Ｅ１１４，Ｅ１３０、Ｅ１６１、Ｅ２０９、Ｅ２８２、以上は
書翰、Ｅ１３３、Ｅ１９９、これらは記。

原
本

状 7 上１０９

１１０
Ｅ２０

Ｆ
１

省略 Ｅ　書簡・その他
○省略
●省略

金谷町所在文書目録の、Ｅ２０、Ｅ２５、Ｅ２６、Ｅ２７、Ｅ２８、Ｅ２９、Ｅ３０、Ｅ３
１、Ｅ３６、Ｅ３７、Ｅ４５、Ｅ４６、Ｅ４９、これらは「覚」である。

原
本

状 13 上１０９

１１１
Ｅ５１

Ｆ
１

省略 Ｅ　書簡・その他
○省略
●省略

Ｅ５１、Ｅ５３、Ｅ５５、Ｅ６１、Ｅ６３、Ｅ６４、６５、Ｅ６９、Ｅ７０、Ｅ７２、Ｅ７４、Ｅ８２、
Ｅ８４、Ｅ９５、以上、すべて覚。

原
本

状 14 上１０９



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番号 類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上原本
下コピ

原・
写
区
別

形
態

数
量

撮
影

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考

１１２
Ｅ103

Ｆ
１

省略 Ｅ　書簡・その他
○省略
●省略

金谷町所在文書目録の、Ｅ１０３、Ｅ１０６、Ｅ１０９、Ｅ１１６、Ｅ１２１、Ｅ１２５、
Ｅ１２６、Ｅ１２８、Ｅ１２９、Ｅ１３４、Ｅ１４３、Ｅ１４４、Ｅ１４８、Ｅ１４９、Ｅ１５０、Ｅ１
５１、Ｅ１５２、Ｅ１５４、以上覚のみ。

原
本

状 18 上１０９

１１３
Ｅ164

Ｆ
１

省略 Ｅ　書簡・その他
○省略
●省略

金谷町所在文書目録の、Ｅ１６４、Ｅ１６５、Ｅ１６６、Ｅ１６７、Ｅ１６８、Ｅ１６９、
Ｅ１７０、Ｅ１７１、Ｅ１７２、Ｅ１７３、Ｅ１７４、Ｅ１７５、Ｅ１７６、Ｅ１７７、Ｅ１８２、Ｅ１
８６、Ｅ１８７、Ｅ１９０、Ｅ１９３、Ｅ１９４、Ｅ１９５、Ｅ１９８、以上覚のみ。

原
本

状 22 上１０９

１１４
Ｅ200

Ｆ
１

省略 Ｅ　書簡・その他
○省略
●省略

金谷町所在文書目録の、Ｅ２００、Ｅ２０１、Ｅ２０２、Ｅ２０５、Ｅ２０６、Ｅ２０８、
Ｅ２１２、Ｅ２１６、Ｅ２１８、Ｅ２２０、Ｅ２２２、Ｅ２２３、Ｅ２２６、Ｅ２３０、Ｅ２３６、以
上覚。

原
本

状 15 上１０９

１１５
Ｅ246

Ｆ
１

省略 Ｅ　書簡・その他
○省略
●省略

金谷町所在文書目録の、Ｅ２４６、Ｅ２４８、Ｅ２５０、Ｅ２５３、Ｅ２５６、Ｅ２５９、
Ｅ２６３、ｋＥ２６４、Ｅ２６５、Ｅ２７６、Ｅ２７８、Ｅ２８１、Ｅ２８７、Ｅ２９１、Ｅ２９４、Ｅ
２９８、覚のみ。

原
本

状 16 上１０９

１１６
Ｅ302

Ｆ
１

省略 Ｅ　書簡・その他
○省略
●省略

金谷町所在文書目録の、Ｅ３０２、Ｅ３０３、Ｅ３０４、Ｅ３０９、Ｅ３１０、３１３、３１
４、Ｅ３１５、Ｅ３１６、Ｅ３１９、Ｅ３２４、Ｅ３２５、Ｅ３２７、Ｅ３２８、Ｅ３２９、Ｅ３３０、
Ｅ３３１、Ｅ３３２、Ｅ３３４、Ｅ３３５、Ｅ３３６、Ｅ３３９、以上、覚。

原
本

状 22 上１０９

１１７
Ｅ344

Ｆ
１

省略 Ｅ　書簡・その他
○省略
●省略

金谷町所在文書目録の、Ｅ３４４、Ｅ３４５、Ｅ３４６、Ｅ３４７、Ｅ３４８、Ｅ３４９、
Ｅ３５０、Ｅ３６５、Ｅ３６６、Ｅ３６８、Ｅ３６９、Ｅ３７０、Ｅ３７１、Ｅ３７２、Ｅ３７３、Ｅ３
７４、Ｅ３７５、Ｅ３７６、Ｅ３７７、Ｅ３７８、Ｅ３７９、Ｅ３８０、Ｅ３８３、Ｅ３８４、Ｅ３８
５、Ｅ３８６、Ｅ３８７、Ｅ３８９、Ｅ３９０、Ｅ４０５、以上覚。

原
本

状 30 上１０９

１１８
Ａ145

Ｆ
２

元禄１０年１２月
（１６９７年）・丁丑

覚
○五郎右衛門　　外４名
●記載なし

元禄１０年、金谷宿の１３人が高額の金を借り、その金銭支払いの内訳が
詳細に記されている。前半部に紙破損あり、金高等不明。

原
本

状 1 上１０９

１１９
Ａ４

Ｆ
２

宝永７年８月
（１７１０年）・寅

乍恐書付を以奉願上候御
事

○六郎兵衛
●なし

自分は町助成金を使い込み、その為所持の田畑、山林、竹木、家屋敷、ま
で担保として差し出した。母や妹の養いは親類で看てもらうことになるが、
先祖の屋敷を手放しては先祖に申訳がたたぬ、どうかこの土地屋敷を返し
てもらい、自分が親・妹の養い方のできるようにしたい。

原
本

状 1 上１０９

１２０
Ａ７

Ｆ
２

寛政２年４月
（１７９０年）・戌

一札之事
○金谷宿役人
●３ヶ村名主（川上村上平川村）

３ヶ村から３０両請取り、人馬を差し出したが、金子を返して欲しいと言われ
たが、調達出きず困っている。日坂問屋の次右衛門が取扱っているが、今
度金子を返すまで利足を２８両で渡し、人馬不足の場合お金を渡した方で
調達する。請負人は少しも滞りなく人馬差出し、村方には迷惑をかけな
い。

原
本

状 1 上１０９

１２１
Ａ５４

Ｆ
２

記載なし　１２月
・丑

覚
○六郎兵衛
●藤左衛門　外４名

４件合わせて高６３石９斗５合地に付き、その４件の金子の出入りを記した
覚。

原
本

状 1 上１０９

１２２
Ａ５７

Ｆ
２

記載なし　７月
・寅

町助成金外六郎兵衛借金
之訳

○六郎兵衛
●記載なし

金２２両　敷地３名、金８両書入れ　３名、金７６両２分、当座借り、８件。
Ａ５８も同文に
て同封。

原
本

状 2 上１０９

１２３
Ａ６１

Ｆ
２

記載なし　７月
・寅

町助成金外六郎兵衛外借
入金之訳

○六郎兵衛
●記載なし

六郎兵衛外１３名に関する助成金の内訳。金２２両　敷地３名分。金８両
半入２名分。金７８両２分、当座借り６人分。　計１０６両２分。

原
本

状 1 上１０９

１２４
Ｅ115

Ｆ
２

省略 Ｅ　書翰　その他
○省略
●省略

金谷町所在文書目録の、Ｅ１１５、Ｅ１３６、Ｅ２１１、Ｅ２７３、Ｅ３１１。
原
本

状 5 上１０９

１２５
Ｅ239

Ｆ
２

省略 Ｅ　書翰　その他
○省略
●省略

金谷町所在文書目録の、Ｅ２３９、Ｅ２４７、Ｅ２８０、書翰のみ。
原
本

状 3 上１０９

１２６
Ａ２

Ｇ
１

延宝３年４月１７日
（１６７５年）・乙卯

指上申御手形之事
○六郎衛門　外５名
●御奉行

宿駅取締りの請書、道中の宿々へ廻状にて伝達される。内容は、遊女と博
奕の厳禁等あり。

前半中損
原
本

状 1 上１０９

１２７
Ａ２１

Ｇ
１

弘化２年２月
（１８４５年）・己亥

差出申書付之事
○源五郎　外９名
●那須田又七　外４名

宿方一件に付き内済整うも、往還仕事が困難となり、金谷・掛川・袋井の３
宿より下役衆の出張要請があり、その賄い方を宿方の出費としないようお
願いしたい、との願文が記されている。

虫損にて後
半判読困難

原
本

状 1 上１０９

１２８
Ａ２６

Ｇ
１

万延元年９月
（１８６０年）・申

壱番和宮様御下向之儀
雑記

○河村　暁（六郎右衛門）　（表紙）
●記載なし

和宮様御下向に際し、本陣・脇本陣の屋敷絵図面を画く。御通輿の道筋、
道橋御普請目論見帳の差出、皇女御下向の際の御用係りの分担、休伯宿
駅における心得、外細部にわたっての留意事項が記される。

丁数：４９枚
原
本

竪
帳

1 上１０９

１２９
Ａ２２

Ｇ
１

（万延元年）１２月
（１８６０年）・申

皇女御下向之儀雑記
○河村　暁（表紙）
●記載なし

皇女和宮の降嫁にあたり、下向の道筋は東海道から中山道に変更した
が、大多数の付添人　役人など、上り下りの人馬割付、女性が多いため、き
め細かい割振りがされた。１年かかって帰京した者もある（文久元年）。

丁数：５６枚
原
本

竪
帳

1 上１０９

１３０
Ａ２８

Ｇ
１

慶応４年９月
（１８６８年）・辰

御当日御継立人足書上
○東海道金谷宿問屋：六郎右衛門、外１名
●記載なし

金谷宿の継立人足の覚、当日の継立人足３０００人、その内訳：定助郷１８
００人、雇上げ５４５人、各村（１９ヶ村）へ割当６５５人。

虫損あり
原
本

竪
帳

1 上１０９



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番号 類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上原本
下コピ

原・
写
区
別

形
態

数
量

撮
影

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考

１３１
Ｄ１４－５

Ｇ
１

（慶応４年）明治元年９月

（１８６８年）・辰
御東幸御用記

金谷宿問屋：六郎右衛門
○省略
●省略

天皇御東幸に付き、東海道宿々の用意、注意事項等の御触れが出され
た。その御触れを宿々・金谷宿から厳守することを誓った請書。これを明治
元年９月～１２月までを綴る。

丁数６６枚、袋
入り（御東幸御
用書類にあり）。

原
本

綴
り

1 上１０９

１３２
Ｄ１４－１

Ｇ
１

慶応４年９月
（１８６８年）・辰

御買請證書之事
○日坂宿役人惣代：文七、年寄：全十、金谷宿役
人惣代・年寄：三郎右衛門
●掛川御役所

御米１５０俵、これを金谷宿へ１００方、日坂宿へ５０俵、これは御行幸に付
き、時の相場（金１０両に付き、３俵６分５厘替え）で支払ってくれるとのこと
で、この金子１０月限りで納めるという米の買受け證文。

原
本

状 1 ○
上１０９
下９０

１３３
Ｄ１４－１０

Ｇ
１

（明治元年）９月２２日
（１８６８年）・辰

御用（包紙）
○神奈川県宿御用先駅逓御役所
●東海道金谷宿問屋・年寄

宿方軒別絵図帳２冊、今２２日受取る。ところがこの２冊に添えて出すべき
宿割帳が来ていない。この帳面早々に出すように。提出先は、先回り駅逓
宿割りの者通行先へ。

原
本

状 1 上１０９

１３４
Ｄ１４－１４

Ｇ
１

（明治元年）９月２３日
（１８６８年）・辰

（行政官よりの通達）
○掛川役場
●日坂宿・金谷宿　宿助役人中

・御通輦に際しての合弁継立について、・人足屯所の設置方等について
の通達（掛川役場が行政官よりの通達を受けて、日坂宿外へ通達）。

原
本

状 1 上１０９

１３５
Ｄ１４－２

Ｇ
１

（明治元年）９月
（１８６８年）・戊辰

駅逓判事琢磨殿より御口
達之覚

○浜松駅御用先駅逓御役所
●東海道日坂駅最寄手明村々庄屋・惣百姓

明治元年、天皇東京遷都に関わる金谷宿の用意すべき事柄が事前に口
達されたものである。御東幸に付いての多くの人数の出役等が記載されて
いる。

原
本

状 1 上１０９

１３６
Ｄ１４－４

Ｇ
１

明治元年９月
（１８６８年）・辰

御東幸御用休料勘定書
○田上寛蔵支配所遠州榛原郡金谷宿問屋：六郎
右衛門、助郷惣代：儀作・佐左衛門
●御東幸御用掛り：舎斗友出納司

・金谷宿合計金３５３両２分、これは昼支度のための惣人数２７６０人、馬３４
疋飼料代、但し、１人金２朱宛　馬飼料２人の積もり、・外に一冊「御東幸御
用人馬継立賃銭書上帳」があり、これは９月２８日となっている。

原
本

竪
帳

2 上１０９

１３７
Ｄ１４－６

Ｇ
１

明治元年１１月
（１８６８年）・辰

差上申御請書之事
○東海道金谷宿本陣：佐次右衛門、日坂宿本陣：
金左衛門
●田上寛蔵御役所

御東幸に付き日坂宿では小休み、金谷宿では御休となり、その時御本陣
での御座所向きは〆切りとする事、その外、御膳所の扱、御通輦の扱など
詳細にわたり指示されたこと承知した旨、報告したもの。その文章の後に、
川方御印状写しが記されている。これは奥州筋出張の官軍引き上げの際
の川越人足調達について記している。

原
本

状 1 ○
上１０９
下９０

１３８
Ａ101

Ｇ
１

（慶応元年）５月１６日
（１８６５年）・丑

（馬飼料札）
○御使番・長谷川久三郎家来：大村八左衛門

●金谷宿
道中馬の飼料の受取証。

原
本

状 1 上１０９

１３９
Ｄ14－23

Ｇ
１

（明治元年）
（１８６８年）

記載なし
（御東行御用諸掛分担）

○記載なし
●記載なし

町々申渡掛り、問屋場取締係：六郎右衛門、御支配御用聞き・町々申渡
掛り：佐次右衛門、これらの外に、仮問屋場詰・道場掛り・御宿割掛り・書類
掛り・御出迎ひ掛り、等の分担がある。

原
本

状 1 上１０９

１４０
外９

Ｇ
１

明治２年正月
（１８６９年）・巳

覚
（御小休所の届）

○金谷宿御伝馬所役人：六郎右衛門
●駅逓司御役人中

金谷宿より日坂宿までの御小休所、菊川村澤潟屋字平次（金谷より１８
丁）、同小夜中山　小泉屋忠左衛門（金谷宿より３３丁）、以上の通りであ
る。

原
本

状 1 上１０９

１４１
外６

Ｇ
１

明治２年２月
（１８６９年）・巳

乍恐以書付奉願上候
○河村八郎左衛門・六郎右衛門
●府中御奉行所

安政の大地震で宿泊棟が皆潰、拝借金で家を作った。しかし世の中の変
革で、諸大名方の通行稀になり、其の上前代未聞の物価高、かつ金谷宿
の火災で類焼し家計も苦しい。領内の林木を頂戴したい。

原
本

竪
帳

1 ○
上１０９
下９０

１４２
外１２

Ｇ
１

明治４年３月
（１８７１年）・辛未

差上申一札之事

○金谷宿御御伝馬町年寄：金原三四郎、地方組
頭：河村八郎次、御伝馬町取締役：河村六郎次
外５名
●嶋田御役所

明治３年２月駅逓改正となり、取締役の名目は廃止された。このこと地方名
主役から御伝馬所年寄まで徹底通知せよとのこと、承知した。

原
本

状 1 上１０９

１４３
Ａ９７

Ｇ
１

記載なし　２月１２日
（諸大名御休泊に付いて
の心得廻文）

○記載なし
●記載なし

諸大名が宿泊予定の前々日までに廻文を読み、問題がないよう宿泊させ
るための心得が４ヶ条にわたり記載される。

原
本

状 1 ○
上１０９
下９０

１４４
Ａ３５

Ｇ
１

記載なし　５月１５日
・丑

飼葉札
○藁科銀作　外
●金谷宿

①お徒頭平岡鎌之助家来藁科銀作が金谷宿に泊った折の昼飼葉の札、
②御目付池田鐱三郎馬１疋（大豆５合）、③御使番筧助兵衛付鈴木周蔵
馬１疋分の飼葉札そ示す。

原
本

状 1 上１０９

１４５
Ａ103

Ｇ
１

記載なし　５月１５日
・壬

（馬飼料札）
○河野大輔　外６名
●金谷宿問屋役人中

河野大助　外６名の馬７頭の昼分馬飼料札。
原
本

紙
札

7 上１０９

１４６
Ａ105

Ｇ
１

記載なし　５月１６日
・壬

（馬飼料札）
○御使番：戸田熊之丞　外９名
●金谷宿

道中金谷宿での御使番戸田熊之丞外９名の馬１３頭の昼飼料札。
原
本

紙
札

10 上１０９

１４７
Ａ104

Ｇ
１

記載なし　５月１６日
・壬

（馬飼料札）
○記載なし
●記載なし

御使番吉川令次郎に関する馬１頭の飼料札。
原
本

紙
札

1 上１０９

１４８
Ａ106

Ｇ
１

記載なし　５月２０日
・丑

（宿泊賄札）
○大御番十番組・米倉丹後守組与頭：増島濤太
郎　外９人
●金谷宿問屋役人中

宿泊と食事３度分（弁当付き）の宿泊札。
原
本

紙
札

10 上１０９



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番号 類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上原本
下コピ

原・
写
区
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形
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数
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撮
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標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考

１４９
Ａ111

Ｇ
１

記載なし　５月２０日
・丑

覚
○田代主馬　外１５名
●金谷宿

宿泊と昼食まで３食を注文している。
原
本

紙
札

10 上１０９

１５０
Ａ107

Ｇ
１

記載なし　５月２０日 （宿泊賄札）
○大御番拾番組：勝　権一郎
●新屋清五郎

１０名の宿泊札。
原
本

紙
札

10 上１０９

１５１
Ａ108

Ｇ
１

記載なし　５月２０日 （宿泊賄札）
○御普請役：豊田槙太郎
●米屋浅右衛門

宿泊２名分の賄料札。
原
本

紙
札

1 上１０９

１５２
Ａ109

Ｇ
１

記載なし　５月２０日 （宿泊賄札）
○藁科三五郎
●金谷宿：鍋屋元八

藁科三五郎外６人の宿泊賄札。
原
本

紙
札

1 上１０９

１５３
Ａ112

Ｇ
１

記載なし　５月２０日 （宿泊賄札）
○御勘定：大井三郎助、
●金谷宿：米屋浅右衛門外

上下３人分、宿泊賄札４枚。
原
本

紙
札

4 上１０９

１５４
Ａ110

Ｇ
１

記載なし　５月２０日 覚
○藤沢隠岐守組：若松左平次
●鍋屋甚治郎

５人分の夕・朝・昼弁当の宿泊賄札。
原
本

紙
札

1 上１０９

１５５
Ａ102

Ｇ
１

（慶応元年）５月２１日
（１８６５年）・丑

（馬飼料札）
○大久保与三郎　外９名
●金谷宿

道中馬の飼料賄札。
原
本

紙
札

10 上１０９

１５６
Ａ３６

Ｇ
１

記載なし　５月２１日 （宿泊賄札）
○小野意畝
●金谷宿：浅波屋茂七　外

金谷宿に泊まった役人衆の食事に関して記した札。例：「右上下３人、夕・
朝・昼の３度、支度致し候」とあるように、人数・食事の度数が記載されてい
る。

原
本

紙
札

9 上１０９

１５７
Ａ113

Ｇ
１

記載なし　５月２１日 （食賄札）
○御使番：赤井一学　外９名
●金谷宿・金谷宿肴屋源八・七右衛門・松屋十右
衛門　外

金谷宿での御使番赤井一学外９名、その家来１１３名、馬４頭分の食札。
原
本

紙
札

10 上１０９

１５８
Ａ114

Ｇ
１

記載なし　５月２２日 （馬飼料札）
○窪田喜八郎　外７名
●金谷鍋屋　外

窪田喜八郎　外７名の馬８頭の飼葉札。
原
本

紙
札

8 上１０９

１５９
Ａ３７

Ｇ
１

記載なし　５月２２日 （馬飼葉札）
○木口啓助、外
●金谷宿

金谷宿に泊まった役人衆の使用馬の飼い葉を記したもの。誰の家臣、役
名、氏名、乗馬何疋、飼い葉不足なきよう願たい、とある。

原
本

紙
札

10 上１０９

１６０
Ａ115

Ｇ
１

記載なし　５月２２日
・丑

（馬飼葉札）
○御長柄方子人頭山本弥左衛門　外１名
●（金谷宿）

山本弥左衛門に関する馬３頭の飼い葉札。
原
本

紙
札

2 上１０９

１６１
Ａ116

Ｇ
１

記載なし　５月２４日
・丑

（馬飼葉札）
○村田源六右衛門　外
●金谷宿

村田源六右衛門外７名の者の馬１３頭、その昼等の飼い葉札。
原
本

紙
札

8 上１０９

１６２
Ａ117

Ｇ
１

記載なし　５月２５日 覚
○御小納戸　大田忠三郎家来小堀秀作
●記載なし

馬１疋の飼料札。
原
本

紙
札

1 上１０９

１６３
Ａ118

Ｇ
１

記載なし　５月２６日 賄（一度分）札
○小永井五郎
●金谷宿：鍋屋元八

小徒目付・御小人目付　計４名の賄分の食札。
原
本

紙
札

1 上１０９

１６４
Ａ119

Ｇ
１

記載なし　５月２６日 （昼賄料）
○服部平八郎
●（金谷宿）

服部平八郎、御勘定吟味方下役２名の昼賄料、その期間：５月２５日～２６
日昼まで、となっている。

原
本

紙
札

1 上１０９

１６５
Ａ３９

Ｇ
１

記載なし　５月２８日 食札
○諏訪部紋九郎
●金谷宿

諏訪部紋九郎金谷宿へ宿泊、その際の１９人分もの食札を記したもの。
原
本

紙
札

1 上１０９

１６６
Ａ４０

Ｇ
１

記載なし　５月２８日
・丑

（馬飼葉札）
○御目付：松平鎌蔵　内　林丹治
●（金谷宿）

「馬１疋分　飼葉　丑５月２８日」とある。外６枚。
原
本

紙
札

7 上１０９

１６７
Ａ120

Ｇ
１

記載なし　５月２９日 覚
○永井清覚
●金谷宿：笹屋彦左衛門

永井清覚、鈴木圓正（上下ともに）２食分の食事賄札。
原
本

紙
札

1 上１０９

１６８
Ａ４５

Ｇ
１

記載なし　５月２９日
・丑

（飼葉札）
○嶋崎彦作
●金谷宿

御小納戸貴志銕之進家来嶋崎彦作分の乗馬１疋、その馬草昼飼１度分、
とある。同じようなものを同封。

原
本

紙
札

6 上１０９

１６９
Ａ121

Ｇ
１

記載なし　５月２９日
・丑

（飼葉札）
○記載なし
●記載なし

牛馬の餌として与える草・藁など、金谷宿での井上元七郎外８名の馬１８等
の飼い葉札。

原
本

紙
札

9 上１０９

１７０
Ａ４４

Ｇ
１

記載なし　５月２９日
・丑

（飼葉札）
○熊倉勘助　外
●金谷宿

「御小納戸坪内主馬家来　熊切勘助　馬１足　右昼飼御渡下さるべく候」、
この例のもの１０点を一括。

原
本

紙
札

10 上１０９

１７１
Ａ４３

Ｇ
１

記載なし　５月２９日
・丑

（飼葉札）
○岡田齢輔　外
●金谷宿

乗馬１疋昼飼料請取申すべく候、御小姓松平采女正家来、岡田齢輔、矢
船志津麻呂」、と書付ける。この種類のもの１０点一括。

原
本

紙
札

10 上１０９

１７２
Ａ３８

Ｇ
１

記載なし　５月２９日
・丑

覚
○野村半右衛門
●金谷宿問屋役人中

御北納戸服部加賀守家来野村半右衛門が、金谷宿に宿泊した際の馬１
疋分の飼い葉を記録したもの。

原
本

紙
札

1 上１０９

１７３
Ａ４２

Ｇ
１

記載なし　５月２９日
・丑

（飼葉札）
○細野仍造
●（金谷宿）

永井内記家来細野仍造の馬１疋の飼い葉、慥に請取る。
原
本

紙
札

1 上１０９



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番号 類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上原本
下コピ

原・
写
区
別

形
態

数
量

撮
影

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考

１７４
Ａ125

Ｇ
１

記載なし　５月２９日 （飼葉札）
○記載なし
●記載なし

矢崎永蔵外７名のものによる金谷宿での馬飼葉札。 紙破損
原
本

紙
札

9 上１０９

１７５
Ａ124

Ｇ
１

　記載なし　５月２９日 （飼葉札）
○松村勝之助　外
●金谷宿

金谷宿での松村勝之助　外５名の者の馬昼飼料の札。馬の頭数は紙破損
にて不明。

紙破損
原
本

紙
札

6 上１０９

１７６
Ａ123

Ｇ
１

記載なし　５月２９日 （飼葉札）
○内藤豊之進　外
●金谷宿役人

金谷宿にて、内藤豊之進外１１名の者の馬１４頭の飼い葉札。 紙破損
原
本

紙
札

12 上１０９

１７７
Ａ122

Ｇ
１

記載なし　５月２９日 （食賄賄札）
○田辺隣弥　外
●金谷宿

５月２８日の夕食より２９日の昼食まで３食の食事賄と、２８日の宿泊の夜食
札もある。

原
本

紙
札

2 上１０９

１７８
Ａ５５

Ｇ
１

記載なし　６月
・寅

伝十郎請取候刎金払目録
○金谷町問屋：六郎右衛門
●記載なし

「金５０両」を刎金より支払った、という書付。町入用２４両５分、１０両江戸雑
用金、その他の内訳あり。

原
本

状 1 上１０９

１７９
Ａ６０

Ｇ
１

記載なし　７月
・寅

金谷町六郎兵衛田畑散田
屋敷地子（字欠）

○六郎兵衛親類　次郎兵衛、彦兵衛、五郎作
●記載なし

１、米６７俵１斗　金４両１分・銭１貫８００文、年貢米１５俵６升６斗外、３分１
検見引き、外、夫食など明細に報告する。

原
本

状 1 上１０９

１８０
Ａ５９

Ｇ
１

記載なし　７月
・寅

金谷町御拝借金之内六郎
右衛門借用訳

○金谷町：六郎兵衛
●記載なし

拝借金の内訳の推移を記載、亥暮：元利共１２９両・４０２文、寅７月：元利
共１１４両３分・９８２文。

原
本

状 1 上１０９

１８１
Ａ129

Ｇ
１

記載なし　８月４日 書翰
（極密廻文）

○松本礼助　外４名
●中山道（引渡口）守山宿：大道茶屋

今般、大切な御用物を街道を通して運搬したい。ついてはかの地の様子
を窺がったところ、次の通りであった。①１日４～５里で休伯の予定、②御
用物は大切に扱っている。③伊賀守様は京都より下坂、④宿の人馬高は
良好、但し当分助郷は見込みの予定。

原
本

状 1 上１０９

１８２
外１５

Ｇ
１

記載なし　９月２０日
・辰

宿割付
○大磯宿御用先　駅逓御役諸
●東海道金谷宿問屋・年寄

宿割帳をまだ提出していないのは不埒なことだ。既に京都を２０日に発輦
されたとの叓、この状が届き次第、役所泊宿まで宿割帳を届けること。

包紙あり
原
本

状 1 上１０９

１８３
Ｄ14－12

Ｇ
１

記載なし　９月２５日
（御東幸御用に付き書上
げ）

○浜松御問屋：河合源左衛門、年寄：川上三九郎
●日坂御問屋：伊藤文七　金谷宿御問屋：河村六
郎右衛門

調書４冊、飛脚にて送りきたので、早速役所へこれを提出したこと、またこ
のことに関してその後の様子をも伝えている。

原
本

状 1 上１０９

１８４
Ｄ４－１６

Ｇ
１

記載なし　１２月１０日
（還幸御用にて宿々触あ
て）

○桒山六三郎、服部藤左衛門
●沼津宿々より金谷宿まで宿々問屋仲

還幸御用にて１１日より沼津～金谷迄行くので、人足１人ずつ計２人これに
あてる。泊りの事は別紙に記す、として泊り「１１日由井、１２日丸子、１３日
金谷」とある。

原
本

状 1 上１０９

１８５
外８

Ｇ
１

記載なし （休伯所一覧）
○記載なし
●記載なし

明治天皇の行幸に際しての東海道御休伯所、御小休所の宿名一覧。
原
本

状 1 上１０９

１８６　　Ａ

162

Ｇ
１

記載なし 覚
（越州様御拝領扣）

○記載なし
●記載なし

越州様が大井川越立てに際して従事した者へ下さった金子の一覧。
原
本

状 1 上１０９

１８７
Ｄ１５

Ｇ
１

記載なし 明治元年御東幸
○記載なし
●記載なし

標題については、明治天皇の京から江戸への御東幸に付き、新居町から
蒲原町までの御休伯所をペン書きで一覧表にまとめている。同様の要領
で、明治２年の御東幸、同年の皇后宮の東京行啓、明治９年の皇后宮の
西京とその帰還（明治１０年）、明治１１年北陸・東海御巡幸の表がある。

現代に入っ
ての調査喧
嘩

原
本

綴
り

1 上１０９

１８８
Ａ175

Ｇ
１

記載なし 乍恐書付を以奉願候御叓
○記載なし
●記載なし

私はこの度御伝馬拝借金の中より町金を使い込み、役人へも面目が立た
ない。こうなった上ハ私所持の田畑・山林・家財にてこれに充てたいので、
このことお聞き届け願いたい。

虫喰い、欠字
多く全文解読
不可能・

原
本

状 1 上１０９

１８９
Ｄ14-17

Ｇ
１

記載なし
御道調掛より別段口達之
覚

○記載なし
●記載なし

御通輦の節の宿役人、人馬、往還筋の人民、本陣、旅籠屋、等の注意事
項を記載する。外に、御東幸旅程　１冊がある。

原
本

綴
り

2 上１０９

１９０
Ａ171

Ｇ
１

記載なし 食札
○金谷宿
●松屋忠兵衛

御手先の佐野欽六郎家来、青野達三一行、５１人分の朝・昼・夜食の「食
札」を宿方の松屋に出したもの。

原
本

状 1 上１０９

１９１
Ａ163

Ｇ
１

記載なし
覚

（飼葉請取）
○御子納戸毛受忠之丞内　長谷川伝六
●記載なし

飼葉２貫目、糠２升、豆１升、これを受取る。
原
本

状 1 上１０９

１９２
Ａ164

Ｇ
１

記載なし （宿泊扣）
○記載なし
●記載なし

１４名の御役人衆の宿泊名簿が記載される。
原
本

状 1 上１０９

１９３
Ａ４１

Ｇ
１

略 （馬飼料札）
○寺田儀兵衛　外
●藤枝宿　外

「札」への記載は、寺田儀兵衛の分を一例にして示すならば、次のようであ
る「乗馬１疋、飼料請取候事、御小姓内藤大炊守家来寺田儀兵衛　藤枝
宿」。以下同様。

原
本

紙
札

8 上１０９

１９４
Ａ178

Ｇ
１

記載なし （馬飼葉札）
○記載なし
●記載なし

「御使番阿信新太郎　馬１疋」という書き方で８枚あって、名前のみ挙げる。
土岐左近、有坂瀬兵衛、松木嘉六、古部孫太夫等がある。

原
本

紙
札

8 上１０９

１９５
Ａ177

Ｇ
１

記載なし （食札）
○浅井太郎右衛門　外９人
●金谷宿：浜松屋新六　外

金谷宿に泊った旅人が残した食札。その宿屋は、近江屋、浜松屋、おもた
か屋、扇屋、山田屋、等。多人数の例は昼食６３人分があるが、その他は
数名分である。

原
本

紙
札

10 上１０９



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番号 類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上原本
下コピ

原・
写
区
別

形
態

数
量

撮
影

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考

１９６
Ａ165

Ｇ
１

記載なし （馬飼料札）
○記載なし
●記載なし

御使番　城隼人　外２名の馬３頭の、一度分の馬飼料札。
原
本

紙
札

1 上１０９

１９７
Ｄ14-20

Ｇ
１

記載なし （掛り分担書上げ）
○記載なし
●記載なし

町々申渡掛り、御支配御用聞き、道場掛り、御宿割り掛り、書類掛り、仮問
屋場詰め等の諸分担、計３０名を挙げる。

原
本

状 1 上１０９

１９８
Ｄ14-18

Ｇ
１

3月17日 御当日役掛り名前書
（包紙入り）

○斉藤東太郎
●記載なし

諸向差配、御本陣掛り、御宿割り、寄合い掛り、人馬割込み、御宿案内、
人馬御印鑑掛り、御東幸中先触書物方等、それぞれ数名ずつの分担と
なっている。最文末に、「これは再御東幸に付き、役当てしたもの」とある。

№１９７の後半
部に当たるか？

原
本

状 1 上１０９

１９９
Ｄ14-19

Ｇ
１

記載なし 宿内軒別絵図
○何国何郡何之誰領分知行地　府県支配何宿
●なし

宿内軒絵図作成に付き、その雛形を示したもの。そして「用紙美濃紙に認
め、帳面にして提出せよ」とある。

原
本

状 1 上１０９

２００
Ｄ14-24

Ｇ
１

記載なし
（御東幸に付き街道絵図
作成雛形）

○記載なし
●記載なし

街道・宿場絵図を画く上で何を具体的に記すべきかを指摘する。例えば、
宿名を街道ヒリ口に、家数、領分の支配者名、本陣、小休止場所、橋があ
るならばその長さと巾、寺社名、等。

原
本

状 1 上１０９

２０１
Ｅ４０

Ｇ
１

略 Ｅ　書簡　その他
○略
●略

Ｅ４０、Ｅ４１、Ｅ４４、Ｅ６７、Ｅ６８、Ｅ７６、Ｅ８５、Ｅ９０、Ｅ９２、Ｅ１０２、Ｅ１０５、
Ｅ１０８、Ｅ１１１、Ｅ１５３、Ｅ１５８、Ｅ１８９。

覚もある。
原
本

状 16 上１０９

２０２
Ｅ203

Ｇ
１

略 Ｅ　書簡　その他
○略
●略

Ｅ２０３、Ｅ２１４、Ｅ２１９、Ｅ２２４、Ｅ２２７、Ｅ２２８、Ｅ２７２、Ｅ２７５、Ｅ２８５、Ｅ３
３８、Ｅ３５６、Ｅ３５８、Ｅ３６０、Ｅ３６２。

覚もある。
原
本

状 14 上１０９

２０３
Ａ１

Ｇ
２

（天保9年）
（１８３８年）・戊戌

壱番（朱文字）　書留　河邨暁
（金谷宿助郷帳）

○（書留人金谷宿問屋）：河邨　暁
●記載なし

金谷助郷帳として１番～４０番の目録があり、その年代は、正徳元年～天
保９年までの人馬継立のこと、代官御達書等を記録している。最後に助郷
邨３６ヶ村の石高を記している（享保１１年１１月の分）。

丁数８６枚
原
本

竪
帳

1 上１０９

２０４
Ｄ１４-9

Ｇ
２

（慶応４年）９月
（１８６８年）・辰

人馬差出の触当
（東京巡幸）

○浜松県御用先駅逓御役所
●東海道金谷駅最寄手明村々庄屋・惣百姓共

東京御巡幸に付き、金谷宿最寄で手空きの村々は宿より触当てのあり次
第人馬を提供せよ、とある。

原
本

状 1 上１０９

２０５
Ｄ14-15

Ｇ
２

（明治元年）９月
（１８６８年）・辰

（御達書）
○駅逓司　行政官
●（金谷宿）

明治天皇東幸に付き、金谷宿と助郷衆への達書。従来の人馬継立はよく
ない。今後は組立を替え、宿は刎銭を取らないで、全て出人馬へ払え。継
立は滞りなく務めよ。２通の内１通は写しか？

原
本

状 2 上１０９

２０６
Ｄ14-11

Ｇ
２

9月24日 書簡
○日坂宿：伊藤又七
●金谷宿：河邨六郎右衛門

増助郷の件で両宿打合せのことに及ぶ（御東幸のことか？）。
原
本

状 1 上１０９

２０７
Ｄ14-21

Ｇ
２

記載なし 金谷宿定助郷村々
○記載なし
●記載なし

志戸呂村～倉真村まで９ヶ村、下菊川村～吉沢村まで１０ヶ村、下本所村
～下平川村まで７ヶ村、上萩間村～河東村まで９ヶ村、上切山村～橋柄村
まで１６ヶ村、上湯日村～四之宮村まで１０ヶ村、合計６１ヶ村を書上げる。

原
本

状 1 上１０９

２０８
Ａ160

Ｇ
２

記載なし 覚
○記載なし
●記載なし

９月１日から２９日まで２８人半、惣高２両２分２朱、１０月１日から３０日迄６８
人、この料金１両３分２朱、人工賃　書上げ。

原
本

状 1 上１０９

２０９
Ｅ133

Ｇ
２

略 Ｅ　書簡　その他
○略
●略

Ｅ１３７、Ｅ１５７、Ｅ２２５、Ｅ３０５。 覚もある。
原
本

状 4 上１０９

２１０
Ａ９

Ｇ
３

寛政１０年４月２１日
（１７９８年）・午

差上申一札之事
（大井川越に付き不届きの廉）

○金谷宿川庄屋：三郎右衛門　外１０名
●石黒十郎左衛門　外３名（別に辻甚太郎宛も）

４月２１日川明けになり、早朝から大勢継ぎ立ての用意をしていた処、瀬向
きが悪く川越が出来難く、川止めした。又また外の旅人８名や荷物を越立
てたのを見届け、大坂御衆が立腹、川越長右衛門という者が鳥目５００文
で継ぎ立てるなど不届きな事で本人を引き渡す様言われたが、病気のた
め御慈悲をもって猶予頂きたい。

原
本

状 1 上１０９

２１１
Ａ１０

Ｇ
３

寛政１０年６月
（１７９８年）・午

乍恐以書付奉願上候

○東海道金谷宿御本陣：八郎左衛門、問屋：三右
衛門、年寄：佐次右衛門、川庄屋：三郎右衛門・
伴右衛門、川役人８名（略）
●記載なし

大井川渡瀬下り、大勢の越立てあり、川瀬向きが悪くなって川留めの注進
をしたが、越立ての家来仲が当宿の長左衛門に越立ての可否を訪ねたと
ころ、長左衛門が不埒の回答をしたので家来衆が怒り、長左衛門を役人に
引渡した。長左衛門は不法にてしかたなしとしても、金谷宿一同の者は難
渋するのでどうかお許し願いたい。

原
本

状 1 上１０９

２１２
Ａ１６

Ｇ
３

文政８年４月
（１８２５年）・酉

差上申一札之事
○岩滑村組頭：孫八郎、同村庄屋：次三郎
●金谷宿御役人中

紀州様御通行の節、人足の彦兵衛という者が馬に跳ねられた一件あり。こ
の一件日坂宿役人、三沢村嘉右衛門の立会いで内済落着。このこと何の
申し分もない。以後通行には十分気をつける。

虫損
原
本

状 1 上１０９

２１３
Ａ170

Ｇ
３

慶応元年５月２６日
（１８６５年）・乙丑

（乗馬飼料請取）
○陸軍奉行竹中丹後守家来：竹中甚右衛門
●金谷宿：角谷三郎右衛門

幕末　慶応元年陸軍奉行竹中丹後守の家来、竹中甚右衛門の乗馬２疋
の飼料代を受取ったとの證文である。脇本陣角谷へ出したもの。

原
本

状 1 上１０９

２１４
Ａ４６

Ｇ
３

（慶応元年）５月
（１８６５年）・乙丑

馬飼葉札
○御小納戸松原九郎之助家来：塚田惣次郎
●記載なし

馬飼料１疋分を受取る。
原
本

状 1 上１０９

２１５
Ａ２７

Ｇ
３

慶応２年３月
（１８６６年）・寅

乍恐以書付奉願上候
○為四郎、三郎右衛門、佐四右衛門、惣右衛門、
為八　外
●記載なし

上洛の節は御越しの者共へ粮米として、一人一食当たり５合、玄米を下さ
れたが、今度の御進発も粮米の御下げ穀をお願いしたい。

原
本

状 1 上１０９



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号
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写
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形
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数
量

撮
影
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２１６
Ｄ14-3

Ｇ
３

（明治元年）９月２７日
（１８６８年）・辰

急廻状
ー上本所村始ー

○金谷宿御用先　田上寛蔵附属：宮本鈔三郎、
杉浦良之助
●上本所村・堀之内村・下本所村・小出村・加茂
村・上平川村・下平川村　右村々庄屋

御東幸に付き、継立人足３０００人余入用、この際、非常の囲人足等にも手
当を出すので、その心得で有り合わせ人馬を出すようにせよ。そして滞りな
く継立するようにせよ、という廻状。

原
本

状 1 上１０９

２１７
Ｄ14-13

Ｇ
３

９月２７日
・卯

廻状
（御東幸継立人足の件）

○金谷宿御用先田上寛蔵附属：宮元鈔三郎・杉
浦良之助
●何村・何村

内容は通し番号２１６号と同じ、その下書きか？
原
本

状 1 上１０９

２１８
Ａ４７

Ｇ
３

５月
・丑

覚
○大御番１０番組、赤林熊之丞・杉田鈔次郎
●金谷宿問屋役人

上下５人を金谷宿にて、夕・朝・昼迄炊き出しを命じたという金谷役人への
覚書き。

原
本

状 1 上１０９

２１９
Ａ４８

Ｇ
３

１１月１０日
・丑

（宿場助成貸付金取立）
○沼津宿問屋・年寄
●金谷川方御庄屋：三郎左衛門、名主・年行事

領主取扱の貸付金取立てに付き、１６日割苻の通り元利上納の案内。
原
本

状 1 上１０９

２２０
Ａ５６

Ｇ
３

７月
・寅

覚
○六郎兵衛、次郎兵衛、彦兵衛、五郎作
●記載なし

１両１分・銭８００文伝馬諸入用、米７俵、３俵８升４合　夫食として渡す。
原
本

状 1 上１０９

２２１
Ａ126

Ｇ
３

6月18日 書簡
（手形受取）

○川割方　勘定人
●金原三郎右衛門

川越しの分の手形２通受取ったので金２両勘定をする。残金１５２文は追て
通行の節支払う。７１枚先手形、６５枚諸手形、計１３６枚、若し勘定に間違
いあれば追て申し越すように。

原
本

状 1 上１０９

２２２
Ａ179

Ｇ
３

記載なし 断簡
（金谷通行に関わる料金扣）

○記載なし
●記載なし

川越し人が月ごとに渡した人数と賃銭を記録した断簡。「１０月分惣金高２
両２分２朱・３９文」とある。１１月分は１日より６日までの記録　７人分の料金
２朱・４３３文、更に４人分４００文、更に１人５５文とある。

２冊の内１冊は
虫損著しく解読
不能

原
本

状 2 上１０９

２２３
外１

Ｇ
３

記載なし
大井川徒士渡し人足及び
川役人

○記載なし
●記載なし

標題部門の金谷方を記載している。つまり川庄屋６人、年行司１４人、小頭
１０人、待川越１４人、立会役（約２０名）、の名前（町名も）を記載する。

コ
ピ

状 2
上１０９
下９０

２２４
Ｅ７７

Ｇ
３

略 Ｅ　書簡　その他
○略
●略

Ｅ７７、Ｅ９１、Ｅ１０４、Ｅ１８８、Ｅ２４４、Ｅ２４５、Ｅ２５８、Ｅ２６１、Ｅ３５３、Ｅ３５
４、Ｅ３５５、書簡の外に、覚、廻状などがある。

原
本

状 11
上１０９
下９０

２２５
Ａ130

G
３

9月3日 書簡
（尾州名古屋へ廻状）

○遠州下吉田村：川村
●尾州様御用宿

この手紙２通とも、尾州名古屋へ回して欲しい。少しだけれど１朱差上げ
る、よろしくお取り計らいの程、尚領収書を使いの者に持たせてください。

原
本

状 1 上１０９

２２６
Ａ132

Ｇ
４

１０月１８日
・卯

記
（荷物請取）

○ヲオべ　吉野貞治
●金谷宿：今藤宇助

請取荷物：・樽、・菰包紙１箇、・丸板２枚、・玄米１斗、等。 虫損あり
原
本

状 1 上１０９

２２７
Ｅ７１

Ｇ
４

3月29日 書簡
○六郎
●皆様

金谷町所在文書目録のＥ７１。
原
本

状 1 上１０９

２２８
Ａ１４

Ｈ
１

文化５年
（１８０８年）・戊辰

嶋田宿瀬直普請伺下案
○小野田三郎右衛門
●御勘定所

嶋田宿大井川瀬直普請の貸付伺い書の覚、金４０００両は大井川瀬直し
自普請貸付金で２０ケ年賦、年１割２分の利付けで返済するという書付の
下書き。瀬直しの理由は、川上の赤松辺りの山崩れにより、流路が変わり、
飲み水、防火用水、農業用水の取り水困難なためである。

丁数１７枚
原
本

竪
帳

1
上１０９
下９０

２２９
Ｅ279

Ｈ
２

略 Ｅ　書簡　その他
○略
●略

Ｅ２７９、Ｅ２９６、Ｅ３２２、書面・覚・請求書など。
原
本

状 3 上１０９

２３０
Ｅ269

ｉ
２

Ｅ　書簡・その他 Ｅ　書簡　その他
○略
●略

Ｅ２６９、Ｅ２７４、Ｅ３５２、書簡、その他。
原
本

状 3 上１０９

２３１
Ａ１８

Ｊ
２

天保１４年３月８日
（１８４３年）・卯

益穂向当之操一座頭座入
告文

○二老田村検授　外
●小野村惣検授

「学問所長谷田毅　在江戸」のため、益穂向当之操一座頭を「我等預故告
文」したといっているか？

原
本

状 1 上１０９

２３２
Ｃ３４

Ｊ
２

（弘化２年）
（１８４５年）・乙巳

玉宵草稿
○河村　暁
●記載なし

漢詩「壬寅歳」をはじめ、９０首余を載せる。「天保壬寅春王月起」とあるの
で、天保１３年からの作品とわかる。終りに近く、弘化乙巳歳とある。

表紙とも２３
枚

原
本

竪
帳

1 上１０９

２３３
Ｃ１５

Ｊ
２

嘉永元年
（１８４８年）・戊申

棲碧幽課
○山塘河邨暁尭日父
●記載なし

漢詩を「弘化丙午晩秋起こす」とし、訪更幽山房など２５首を乗せる。翌年
第２集として、棲碧幽課「丁未９月より起す」として、漢詩３２首を載せる。

表紙とも１８
枚

原
本

竪
帳

1 上１０９

２３４
Ｃ３０

Ｊ
２

嘉永２年７月
（１８４９年）・己酉

不及堂詩草
○春山咲樵
●記載なし

漫題、早發、雑作、新田左中将、楠公墓、蓮、六月廿５日、木芙蓉、枕上。
これ等の題で漢詩を記してある。７言絶句が多い。

原
本

竪
帳

1 上１０９

２３５
Ｃ１７

Ｊ
２

（安政５年）
（１８５８年）

聊以自娯
○河村　暁（六郎右衛門）
●記載なし

河村暁の漢詩集、５６題の詩が寄せられる。安政５年頃の作品を明治に
なって浄書したものと思われる。罫紙に墨書。

丁数１２枚
原
本

竪
帳

1 上１０９

２３６
Ｃ１８

Ｊ
２

（安政６年）
（１８５９年）

聊以自娯二
○河村　暁
●記載なし

河村暁の漢詩集。安静６年仲秋賞月於草堂、外自作の詩集。安政頃の作
品を明治に浄書したと思われる。

丁数１２枚
原
本

竪
帳

1 上１０９
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２３７
Ｃ２３

Ｊ
２

（安政６年）
（１８５９年）

聊以自娯一
○遠江：河村　暁
●記載なし

弘化２年より己未（安政６年）頃までの河村暁の漢詩集。
罫紙に墨
書、丁数１９
枚

原
本

竪
帳

1 上１０９

２３８
Ｃ２９

Ｊ
２

慶応４年１月１６日
（１８６８年）・戊辰

元日
○河邨　暁
●正

元日、早春訪友、偶得、雨夜、即事、自憐、売花翁、偶成、喜友人至、題
山水図、偶題、春雨、春夢、感事戊辰正月１６日、書事、春尽、等の題をつ
ける、５言絶句。７言絶句を詠んでいる。

丁数５枚
原
本

竪
帳

1 上１０９

２３９
Ｃ３２

Ｊ
２

明治元年１０月
（１８６８年）・戊辰

棲碧幽課一
○河邨　暁　尭日父　手記
●記載なし

明治元年１０月に河村暁が作詩したものを父が添削した漢詩。朱文字で添
削した７言絶句で、「山房偶題、初冬雨夜」など、自然を詠んだものが多
い。

丁数７枚
原
本

竪
帳

1 上１０９

２４０
Ｃ２２

Ｊ
２

（明治２年）
（１８６９年）

聊以自娯三
○河村暁　尭日
●記載なし

壬戌（文久２）の壬戌年あたりから戊巳（明治２）の頃の自作漢詩を収録し
たもの。

行数２９枚
原
本

竪
帳

1 上１０９

２４１
Ｃ３３

Ｊ
２

記載なし
（明治初年）

群玉吟稿
○河邨暁
●記載なし

罫紙に１７編の詩篇を印刷したものに、朱筆が入っている。 丁数４枚
原
本

竪
帳

1 上１０９

２４２
Ｃ１６

Ｊ
２

記載なし
（幕末）

拙業十五章奉乞　耐軒曽
我先生正　養子河邨暁、
頓首再拝

○河邨　暁
●耐軒曽我先生

五言絶句・七言絶句の師弟間での添削指導の様子を記したもの。処々に
朱筆が見える。

丁数７枚
原
本

竪
帳

1 上１０９

２４３
Ｃ１９

Ｊ
２

記載なし
（幕末）

聊以自娯一、二、三、四、
五

○（河邨暁）
●曽我先生→河村暁

河村暁は漢詩（五・七言絶句）を５部１冊に作り、師に送り、その評を乞う。
罫紙に多数の詩が書きつめられ、朱筆が処々に見える。

丁厚さ
１．５ｃｍ

原
本

竪
帳

1 上１０９

２４４
Ｃ３５

Ｊ
２

記載なし 棲碧幽課
○河邨暁・尭日　著
●記載なし

漢詩「歳旦」をはじめ、６０余首を載せる。 丁数１３枚
原
本

竪
帳

1 上１０９

２４５
Ｃ３１

Ｊ
２

記載なし 勧孝諭言
○記載なし
●記載なし

「勧孝諭言」の題で、人の行き方を諭す如き内容を詩に詠んだもの。草案
なので、朱色にて添削箇所が数箇所見られる。

原
本

竪
帳

1 上１０９

２４６
Ｃ２６

Ｊ
２

記載なし 草藁
○記載なし
●記載なし

漢詩「冬夜」など１１首の草藁、朱筆については、「曽我賞妄批」とある。 丁数６枚
原
本

竪
帳

1 上１０９

２４７
Ｃ２４

Ｊ
２

記載なし 聊以自娯
○記載なし
●記載なし

河村暁・尭日氏、手篇によるもので、師による添削の跡が窺がえる。（漢詩
文）。

原
本

竪
帳

1 上１０９

２４８
C２５

Ｊ
２

記載なし 霽変草藁　巻一
○河邨暁字、秀暁字、尭日又字公如奇
●記載なし

漢詩文、天保８年晩秋奉悼桑氏大叔老大人、戊戌晩夏桑大叔の忌日伝
心寺（桑原氏開基）浦の墓とあり。関係の深さを知る。

原
本

綴
り

1 上１０９

２４９
Ｅ403

Ｊ
２

記載なし Ｅ　書簡・その他
（河村暁未定草）

○河村暁
●記載なし

漢詩、「金谷町所在文書目録」のＥ４０３
原
本

状 1 上１０９

２５０
Ｃ３６

Ｊ
３

（元治元年）
（１８６４年）・甲子

風塵独慰
○川邨暁 尭日
●記載なし

文久３年１０月、江戸へ出立、元治元年３月帰郷迄に漢詩で綴る。章妄の
批あり。

２通の内、１
通は下書

原
本

綴
り

2 上１０９

２５１
Ｃ２１

Ｊ
３

６月
・庚申

聊以自娯三
○記載なし
●記載なし

河村暁による漢詩練習綴り。 こより破損
原
本

綴
り

1 上１０９

２５２
Ｃ３７

Ｊ
３

記載なし （河村暁漢詩文草稿一括）
○記載なし
●記載なし

省略
原
本

綴
・
状

一
括

上１０９

２５３
Ａ167

Ｊ
３

記載なし （金谷老人諸氏名記）
○春耕
●記載なし

古柏老人、山塘老人、秀縄老人、芳嶋老人、金谷中人などの書かれてい
る。絵があり、それは春耕が扇子を前に置き挨拶カ？

原
本

状 1 上１０９

２５４
Ｅ196

Ｋ
１

略 Ｅ　書簡・その他
（神納米請取証等）

○略
●略

金谷町所在文書目録のＥ１９６、Ｅ２６６、Ｅ２８８
原
本

状 3 上１０９

２５５
Ｃ２７

Ｋ
２

（明治４年）
（１８７１年）・辛未

探春記
○置塩真楽
●記載なし

１日部下２名をつれて散策の様子を記載。静居寺、伊太村、旗指など、伝
心寺の夾壇を望む。近郊の模様の紀行文。

原
本

綴
り

1 上１０９

２５６
A169

Ｋ
２

１２月 痳疹心得
○六郎（河村六郎カ？）
●三郎左衛門、左一郎

御柳を大人は枝葉共３匁、小児は１匁せんじて用いる。食物は、甘酒、飴、
黒豆など１６種は食してよい。生では食べない。豆腐、茗荷など８種、３７日
たてば軽く食べてもよい。油のつよいもの、肴・鳥・あさずけの類、７５日ま
では差し控えよ。などとある。

原
本

状 1 上１０９

２５７
Ｅ１９

Ｋ
２

略 Ｅ　書簡・その他
○略
●略

金谷町所在文書目録の、Ｅ１９、Ｅ２３、Ｅ２３８の書簡をここにまとめる
原
本

状 3 上１０９

２５８
Ｅ326

Ｋ
３

１２月
・酉

Ｅ　書簡・その他
○略
●略

Ｅ３２６（覚）、人足代の支払いの件。
原
本

状 1 上１０９

２５９
Ｅ110

Ｌ
慶応２年５月１０日

（１８６６年）・寅
廻状

（長防征伐馬飼料秣之儀）
○中泉御役所
●中村、外６ヶ村

長州征伐のための馬飼料の御触れ。
原
本

状 1 上１０９



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番号 類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上原本
下コピ

原・
写
区
別

形
態

数
量

撮
影

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考

２６０
外３１

Ｍ
明治４年９月

（１８７１年）・辛未
（大井大権現絵図）

○遠州番生寺村名主：鷲山次六、組頭：杉村万
蔵・同鈴木桂次郎、百姓代：杉野勇蔵
●記載なし

道、社内、木立、大井大権現帳屋夜燈、川を色違いにして画いている。
サイズ３７ｃ
ｍ×５５ｃｍ

原
本

絵
図

1 上１０９

２６１
Ｄ１８

Ｍ
明治１８年８月２０日
（１８８５年）・乙酉

牧之原実測平面図
○記載なし
●記載なし

縮尺６００分の１の図面。 袋付き
原
本

絵
図

2 上１０９

２６２
外３２

Ｍ
６月
・巳

大井川水絵図
○金谷宿・同川原町
●記載なし

大井川を挟んで金谷・島田両側における堤出し、等を画く。水、往還、山、
堤、岩を色違いで示す。金谷側は牛尾山～持渕山間、島田側は赤松付近
～善太夫嶋までの範囲で画いている。

サイズ２８．３
ｃｍ×７９．５ｃ
ｍ

原
本

絵
図

1 上１０９

２６３
外３３

Ｍ ・午 （午春大井川普請下絵図）
○金谷宿・同川原町
●記載なし

上流は牛尾山から下流は二軒屋までの間で、元一番出しから始まり、６番
前囲いを経て８番まで、川堤、籠出し、大聖牛、沈枠、馬踏、川倉、 普請
の有様を画く。

サイズ：
２７×１０６ｃｍ

原
本

絵
図

1 上１０９

２６４
Ｄ１９

Ｍ 記載なし 大井川瀬向麁絵図面
金谷宿・同川原町

○記載なし
●記載なし

島田側川上は赤松山、川下は川原町筋より南方までを、金谷側は、川上
は牛尾山より、川下は持渕山御林当たりまでを画く。金谷河原通りも図示
する。

サイズ：８３
×３９．５ｃｍ

原
本

絵
図

1 上１０９

２６５
外２７

Ｍ 記載なし 下絵図
○記載なし
●記載なし

川原町、八軒屋橋、大代川橋、清水川を画く。
サイズ：２７
×
３８ｃｍ

原
本

絵
図

1 上１０９

２６６　外３
０

Ｍ 記載なし
（嶋田・金谷間を挟む大井
川下絵図）

○記載なし
●記載なし

嶋田側は北は赤松から、南方は川越街道を経て、その川下まで、金谷側
は、北は牛尾山から金谷宿場を経て、持渕山御林までを画いている。

サイズ：８３
×４０ｃｍ

原
本

絵
図

1 上１０９

２６７
外２９

Ｍ 記載なし （金谷・河原町下絵図）
○記載なし
●記載なし

東は大井川から西方は中町までの往還通りを描く。途中東方より西に向
かって、八軒家町流家跡、市ヶ嶋町、大代川橋流失、萩家町、清水橋など
を図示する。往還廻りの道も図示され、水害後の報告のための下絵図と思
われる。

原
本

絵
図

1 上１０９

２６８
外２８

Ｍ 記載なし （金谷宿中心下絵図）
○記載なし
●記載なし

東は河原町、西方は金谷宿の宿内において、東方より西方に向かって、
宿沿いに、板橋、土橋、西照寺、問屋場、御高札場、土橋なを描いた略下
絵図。

サイズ：７５
×
２７ｃｍ

原
本

絵
図

1 上１０９

２６９
Ａ１５

Ｘ
文化１４年５月

（１８１７年）・丁丑
矢根之類図

○河村秀幹　（六朗右衛門花押）
●記載なし

矢の根の絵図、この絵図は金原氏秘蔵のものを写すことを許されて、図取
りした旨の記載がある。

原
本

竪
帳

1 上１０９

２７０
Ａ１７

Ｘ
文政９年正月
（１８２６年）・戌

（苗字許可）
○中泉御役所
●東海道舞阪名主・問屋兼帯：又七

又七こと、宿内ばかりでなく外宿までも大変精を出し誠実に勤めを果たし、
奇特なことである。苗字を名乗ることを許可する。また９ヶ宿の取締お申し
渡す、とある。

原
本

状 1 上１０９

２７１
Ａ２３

Ｘ
嘉永７年１１月
（１８５４年）・寅

まん一件　始末書
富川町　せい

○芝明神門前願人家主：喜左衛門、五人組：清吉
●御奉行所様

豊島町の新次郎の養女せいは芝明神門前の喜左衛門に嫁いだ（２０年
前）。その後、喜左衛門はきくという女と仲良くなり、家庭を顧みない。結局
せいは娘まんを引きつれ養父新次郎宅にもどり離縁の身となった。しかし
あとになって、元亭主喜左衛門は娘まんを引き取りたくなり訴訟を起こし
た。

原
本

竪
帳

1 上１０９

２７２
Ａ２５

Ｘ
安政３年１２月

（１８５６年）・丙辰
差出申一札之事

○金原三郎右衛門、同倅：三四朗
●河村八郎左衛門

先年親の三郎右衛門が死去したので、その倅の私が跡役を勤めることに
なった。私の倅三四朗も私同様庄屋跡役が勤まるようご支援を願う。

分類Ｄ２と関
連

原
本

状 1 上１０９

２７３
外３

Ｘ
明治４年７月１０日
（１８７１年）・辛未

乍恐以書付奉願上候
○八蔵祖父要作、新族組頭：河村八郎次
●改心所御役所

金谷宿内百姓要作の孫八蔵（２０歳）、これを２０年前に引き取り養育してき
たが、この八蔵怠け者で当惑している。何とか立ち直らせたく、この件お願
いしたい。若し改心しない場合は如何様に取り計らうとも差支えない、とい
う願書。

原
本

状 1 上１０９

２７４
Ａ９６

Ｘ 正月８日 書簡
（新春の挨拶）

○舞阪宿助郷惣代　藤谷喜左衛門・鈴木長太夫・
吉田太兵衛・藤田彦左衛門
●金原三郎兵衛

新春をお揃いで迎え、大変目出度い、先ずはお祝い申上げる。余寒の折
ご自愛の程、との念頭の挨拶。

虫損あり
原
本

状 1 上１０９

２７５
Ａ９９

Ｘ 2月21日 書簡
○左次右衛門
●七右衛門・三郎右衛門

袋井１条に付き、話をしたいので、明日（２２日）用意してもらいたい。できる
だけ両家の者が来てもらいたい。お会いした際御意を得たく思う。２２日が
不都合なら２３日でもよい（１条の内容が不明）。

原
本

状 1 上１０９

２７６
Ａ100

Ｘ 5月12日 書簡
○安方庄三郎（城東郡上平川村）
●加藤次郎兵衛、外２名

添付紙に「城東郡上平川村安方庄三郎氏手簡、河村六朗兵衛君に関す
る件、大正１４年５月　多賀造閲」とあり、安方庄三郎が加藤氏などの返書
を出したものか？

原
本

状 1 上１０９

２７７
Ａ174

Ｘ 6月18日 書状

○①日坂宿伊藤文七より　②太十（村松宅）より
③在府　横山伴左衛門より
●①金谷宿河村六朗右衛門へ、②文左衛門へ、
③河村八郎左衛門、外５人へ

①調帳1冊不用に付き返却する。　②金３５０両の請取。　③助郷帳を奉行
に提出したが近日中に沙汰があるはず、と三人三様の手紙である。

原
本

状 3 上１０９

２７８
Ｃ５

Ｘ 記載なし 天供聞日月
○温知堂文庫（チシン）
●記載なし

雑記帳、商売取引き関係が多い。
原
本

竪
帳

1 上１０９



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番号 類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上原本
下コピ

原・
写
区
別

形
態

数
量

撮
影

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考

２７９
Ａ172

Ｘ 記載なし 書簡
○記載なし
●記載なし

暑中見舞いの文。その暑中見舞いに色々な品物の贈呈いただき恐縮、昨
年差上げた白の布「おふん」の方に気に入ってもらいうれしい、外はお会
いした折に申上げる。

原
本

状 1 上１０９

２８０
Ｅ３３

Ｘ 略 Ｅ　書簡　その他
○略
●略

金谷町所在文書目録の、Ｅ３３、Ｅ３４、Ｅ３５、Ｅ８７、Ｅ９６、Ｅ３２０、Ｅ３５９、
Ｅ３９２、これらすべて「覚」・「記」類、これを一括。

原
本

状 8 上１０９

２８１
Ｅ２４

Ｘ 略 Ｅ　書簡　その他
○略
●略

金谷町所在文書目録の、Ｅ２４、Ｅ５４、Ｅ５６、Ｅ７８、Ｅ９３、Ｅ９４、Ｅ１１８、Ｅ
１２７、Ｅ１３１、Ｅ１３９、Ｅ１４０、Ｅ１６３、Ｅ１７８、１７９、Ｅ１８０、Ｅ１８３、Ｅ１８
５、Ｅ１９７、を一括、すべて書簡。

原
本

状 17 上１０９

２８２
Ｅ213

Ｘ 略 Ｅ　書簡　その他
○略
●略

金谷町所在文書目録の、Ｅ２１３、Ｅ２１５、Ｅ２２９、Ｅ２３５、Ｅ２４０、Ｅ２４１、
Ｅ２４２、Ｅ２５２、Ｅ２５４、Ｅ２６０、Ｅ２６７、Ｅ２７０、Ｅ２７７、Ｅ２８３、Ｅ２８９、Ｅ２
９０、Ｅ２９３、Ｅ３９１、Ｅ３９３、以上書簡を一括

原
本

状 19 上１０９

２８３
Ｃ６

Ｙ 記載なし 不二庵雑記
○記載なし
●記載なし

漢詩、水滸伝、十八史略等を引用。
原
本

竪
帳

1 上１０９

２８４
Ａ158

Ｙ 記載なし （漢文）
○秋圓竹
●記載なし

人世を詠んだ漢文とおもわれる。
原
本

状 1 上１０９

２８５
Ｃ８

Ｙ 記載なし 寄密種詩田
○芭荘山人　編
●記載なし

静憩館蔵　天保１１年春２５日　香棲主人とあり、書写したもの。
原
本

竪
帳

1 上１０９

２８６
Ｃ１１

Ｙ 記載なし 呈状乞某先生　慈正
○河暁
●記載なし

乙未正月詩案とあり、弘化２年か？種々漢詩文、間に状１枚、全て版刷り。
清有山房詩草（状）を同封。

原
本

竪
帳

1 上１０９

２８７
Ａ５３

Ｚ
宝永７年

（１７１０年）・寅
（書簡表袋）宝永７年の事
件

○記載なし
●記載なし

「河村六郎兵衛君関係書類　大正１４年５月２２、３、４日閲、多賀造」と記載
あり。

原
本

状 1 上１０９

２８８
Ａ９８

Ｚ 2月13日 （請書状）
○千十郎
●金原

何の用件か不明（断簡）、両３日中に請書が出来るので安心されたし、との
文面。他の方々にもよろしく、とあり。

原
本

状 1 上１０９

２８９
Ａ135

Ｚ 11月26日 書簡（継立依頼）
○金谷宿問屋
●日坂宿より先々御問屋中

日坂より先々の宿場へ継立ての依頼（本文なし）。
原
本

状 1 上１０９

２９０
Ａ８８

Ｚ
１２月
・申

前欠（断簡）
○金谷町
●欠

年貢割付の終りの部分カ？
原
本

状 1 上１０９

２９１
Ａ180

Ｚ 記載なし 書簡
○欠
●欠

私信を一括、文章前後欠を含む。
原
本

状 8 上１０９

２９２
外３４

Ｚ 欠 断簡
○欠
●欠

竪帳の糸のとれた文書カ？１人の者が筆写したもの。内容的には明治初
年の頃のものが多い。前後関係の文章の連絡するものは、この中より別に
取り出し、１点ずつ別個にまとめ、新文書に仕立てた。

原
本

状 78 上１０９

２９３
Ｅ408

Ｚ 欠 断簡
○欠
●欠

書状、その他、虫損のものを一括する。
原
本

状
一
括

上１０９

２９４
Ｅ262

ｉ
２

Ｅ　書簡・その他 略
○略
●略

金谷町所在文書目録のＥ２６２号（お囲い米・銭等の件で廻状）。
原
本

状 1 上１０９

２９５
外１９

Ⅰ
３

明治３年
（１８７０年）・庚午

御年玉
（明治３年維新政府役職）

○記載なし
●記載なし

民部省、大蔵省等　役職名と、その人物を一覧表にして列挙する。
原
本

状 1 上１０９

２９６
Ａ３０

Ⅰ
６

明治６年１２月
（１８７３年）

当酉御年貢割付
○川原町
●本町：金原三四郎

①高１石３斗３升、この納辻４斗８升１合、過米３斗１升９合、この代金１円６
４銭４厘３毛、②入用金：２円３５銭９厘４毛、過米差引：金７１銭５厘１毛の不
足。

原
本

状 1 上１０９

２９７
Ｄ２１

Ⅰ
６

明治７年～１４年
（1874～１８８１年）

紀
○金谷宿
●金原三保作

紀、その内実は、地方税、市街地税、営業税、酒類小売税、貢租、宿内窮
者援助割、お宮日掛分、などの請取状を一括する。

原
本

状 12 上１０９

２９８
Ａ３１

Ⅰ
６

明治１４年８月
（１８８１年）・巳

十四年度割付
○金谷宿戸長役場
●金原三保作

１、貢金３円４２銭７厘（畑各種１期の分）、１、金１円７０銭１厘（地価割・地
方税）、１、金７４銭７厘（学資、地価割）、１、金１０銭（同戸割）。

原
本

状 1 上１０９

２９９
Ｄ14－25

Ⅰ
８

記載なし 三五郎より之御用状書板
○記載なし
●記載なし

中泉役所より並木検分のついでに道筋を検分した。すると西方に比べて
持場が不行き届だとして注意される。このことを覚書にしたものか？

原
本

状 1 上１０９

３００
Ｅ７

Ⅰ
８

略 Ｅ　書簡　その他
○略
●略

金谷町所在文書目録の、Ｅ７、Ｅ８、Ｅ９、Ｅ１０、Ｅ１４、Ｅ１５６、Ｅ２０４、Ｅ３０
６、を一括。記・覚（受取）もあり

原
本

状 8 上１０９

３０１
Ｄ８

Ⅱ
２

昭和３８年12月15日
（１９６３年）

書簡
（入植士族の件に付き問合せ）

○東京新宿区：松岡政夫
●鈴木武雄

明治初年、士族が牧之原に入植して開墾に従事したが、そのことを示す碑
文の所在と内容を報せて欲しい、とする依頼文。

原
本

状 3 上１０９

３０２
Ｄ９

Ⅱ
２

昭和３８年１２月
（１９６３年）

書簡
○東京新宿市谷台町：松岡政夫
●鈴木武雄

牧之原庄内原移住者の一部は山名郡湊村地先に転じて藩庁梨塩局の事
業として塩作りをしている。その人物氏名を記して報せたもの。その内松岡
万の業績を取り上げて紹介している。

原
本

状 2 上１０９



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番号 類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上原本
下コピ

原・
写
区
別

形
態

数
量

撮
影

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考

３０３
Ｄ１６

Ⅱ
２

記載なし
校正用原稿

金谷原開墾方名簿
○記載なし
●記載なし

目次によれば、１､書翰、２、開拓者氏名一覧、３、名簿、４、付録、の以上
により構成。すべてガリ版・手書き。

冊子
原
本

西
洋
紙

1 上１０９

３０４
Ｅ１３

Ⅱ
２

略 Ｅ　書簡　その他
○略
●略

金谷町所在文書目録から、Ｅ１３、Ｅ１２２、を一括、記と覚である。
原
本

状 2 上１０９

３０５
Ｅ132

Ⅱ
３

略 Ｅ　書簡　その他
○略
●略

金谷町所在文書目録の、Ｅ１３２（書翰）。
原
本

状 1 上１０９

３０６
Ｅ101

Ⅱ
５

略 Ｅ　書簡　その他
○略
●略

金谷町所在文書目録の、Ｅ１０１（覚）を所収。
原
本

状 1 上１０９

３０７
Ｅ255

Ⅱ
６

記載なし Ｅ　書簡　その他
○略
●略

金谷町所在文書目録のＥ２５５（金子受取）を所収。
原
本

状 1 上１０９

３０８
Ｄ２

Ⅱ
７

明治１４年より
（１８８１年）

証・記
○金谷宿通運会社
●金原三四郎

静岡片羽町　伏見忠左衛門宛の送金の受取状（明治７年頃まであり）。
原
本

状 40 上１０９

３０９
Ｅ１７

Ⅱ
７

略 （請取・請求・証・書翰・外）
○略
●略

金谷町所在文書目録の、Ｅ１７、Ｅ６６、Ｅ１９２、Ｅ２３３、Ｅ２８６、を所収。
原
本

状 5 上１０９

３１０
Ｅ１８

Ⅱ
７

略 おぼえ
○略
●略

金谷町所在文書目録の、Ｅ１８、Ｅ２２、Ｅ４７、Ｅ９７、Ｅ１００、Ｅ１０７、Ｅ１１
２、Ｅ１２０、Ｅ１４１、Ｅ１４５、Ｅ１４６、Ｅ２１７、Ｅ２９２、Ｅ３１２、Ｅ３６３、Ｅ３６４、
Ｅ３８１、Ｅ４０６、を所収。

原
本

状 18 上１０９

３１１
Ｅ６

Ⅱ
７

略 Ｅ　書簡　その他
○略
●略

金谷町所在文書目録の、Ｅ６、Ｅ１１、Ｅ１２、Ｅ１５、Ｅ５０、Ｅ５７、Ｅ５８、Ｅ７
３、Ｅ９８、Ｅ１１７、Ｅ１２３、Ｅ１２４、Ｅ１３８、Ｅ１４２、Ｅ２２１、Ｅ２３２、Ｅ２３４、Ｅ
２４９、Ｅ２９７、Ｅ３０７、Ｅ３６７、を所収。

原
本

状 21 上１０９

３１２
Ａ３３

Ⅱ
８

なし12年3月 記
○記載なし
●成瀬幸三

配当金２円８０銭１厘の明細書。掛金９円。 前欠文書
原
本

状 1 上１０９

３１３
Ｅ119

Ⅱ
８

略 （記・書簡・覚）
○略
●略

金谷町所在文書目録の、Ｅ１１９、Ｅ１５９、Ｅ１５７、Ｅ１４７、を所収。
原
本

状 4 上１０９

３１４
Ｅ３

Ⅱ
９

略 （記・書簡・覚）
○略
●略

金谷町所在文書目録の、Ｅ３ｍＥ４、Ｅ１８４、Ｅ３９６、を所収。
原
本

状 4 上１０９

３１５
Ｄ１

Ⅲ
７

明治１１年１２月３０日
（１８７８年）

類焼諸向誌
金原氏

○記載なし
●記載なし

見舞受納扣として、各村の人々から頂戴した金品が記録される。その数計
６１件。外は、主としてメモ書であるが、日を追って人夫を記録しているとこ
ろから、家作従事の記録か？

原
本

横
帳

1 上１０９

３１６
Ｃ２

Ⅳ
１

明治８年５月１９日
（１８７５年）

祝詞
○山塘野人
●記載なし

邑長父老などの尽力で、新たに学校が設立さる。その祝詞を述べた原
稿）。

原
本

竪
帳

1 上１０９

３１７
Ｃ１２

Ⅳ
１

記載なし 祝詞
○記載なし
●記載なし

邑長父老などの尽力で、新たに学校が設立さる。その祝詞を述べた原稿。
整理番号Ｃ２と同じ時期のものならば、年号は明治８年となる。

原
本

竪
帳

1 上１０９

３１８
Ｅ５

Ⅳ
３

略 （雑）
○略
●略

金谷町所在文書目録の、Ｅ５、Ｅ４０７、を所収。
原
本

状 2 上１０９

３１９
Ｃ１

Ⅳ
４

明治７年８月
（1874年）

草藁十七論第私説
○東遠　無患子　著
●記載なし

１７論小題：皇国国体、道不可変、制可随時、皇政一新、人異禽獣、不可
不学、不可不教、万国交際、国法民法、租税賦役、富国強兵、権理義務、
政体各種、律法沿革、役心役形、産物制物、文明開化。

枚数９枚
原
本

竪
帳

1 上１０９

３２０
Ｃ３

Ⅳ
４

明治９年７月２９日
（１８７６年）

水戸烈公医弊説
○河村暁（敬識）
●記載なし

水戸烈公医弊説、天保７年４月（３枚余）、景山（１枚弱）、 枚数４枚
原
本

竪
帳

1 上１０９

３２１
Ｄ４

Ⅳ
４

昭和３１年４月
（１９５６年）

諏訪原城調査書補足追加
文書

○静岡県金谷町教育委員会（表紙）
●記載なし

省略
原
本

ガリ
版
刷

14 上１０９

３２２
Ａ３２

Ⅳ
４

昭和３１年１０月１１日
（１９５６年）

徳川時代に於ける東海道の交通
と大井川の川越しについて

○金谷郷土研究会
●記載なし

・概説、・激流大井川、・大井川渡渉越の理由、・渡渉越の期限、・川越制
度の組織、・川越従事者、・越立の方法、・越立の順序、・川越賃、・川留・
川明等の研究誌

ガリ版６０
ページ

原
本

竪
帳

1 上１０９

３２３
Ｄ１１

Ⅳ
４

昭和４１年５月１１日
（１９６６年）

牧野原開墾の由来
○鈴木武雄（記）
●なし

略 朱筆
原
本

青
焼
き

1 上１０９

３２４
Ｄ２３

Ⅳ
４

略 定（写・訳読文等）
○略
●略

鈴木武雄氏が、川越に関する「定め」を訳読したもの（正徳元年の定～）、
又、釈文もある。

原
本

ガリ
版

刷り
1 上１０９

３２５
外２４

Ⅳ
４

記載なし 研究第９輯　助郷
金谷・島田宿を中心に

○金谷郷土史研究会（表紙）
●なし

目次には次のようにある。１、歴史の流れ、２、東海道と宿場、３、本陣、４．
問屋、５、助郷のはじめ、６、定助郷と大助郷、７、日坂宿と助郷、８、金谷
宿と助郷、９、島田宿と助郷、１０、助郷制度に対する考察～川根河村文
書、金谷ー竹内文書を含む。

原
本

ガリ
版

刷り
2 上１０９



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番号 類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上原本
下コピ

原・
写
区
別

形
態

数
量

撮
影

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考

３２６
外２５

Ⅳ
４

記載なし
「東関紀行」並に「海道記」に於
けるこはま・妙井渡等の考察

○金谷郷土史研究会
●記載なし

目次には次のようにある。１、はじめに、２、こはまに対する考察、３、大井川
を見渡すかっこうの場所、４、牧之原についての文献上の考察、５、東海道
と駒場、６、駒場の地名、今日まで伝わらぬ理由、７、妙日渡。

Ｂ５版の冊
子

原
本

ガリ
版

刷り
2 上１０９

３２７
Ｃ２８

Ⅳ
４

記載なし 仁田義貞論
○無患子
●記載なし

仁田義貞（新田義貞）論は漢文体で、楠木氏と共に建武年間の際の殉国
者として歎き惜しまれている（未定稿）。

紙数２枚
原
本

竪
帳

1 上１０９

３２８
Ｄ１０

Ⅳ
５

昭和３７年６月
（１９６２年）

松岡神社・地主霊社
献詠集

○松岡政夫
●記載なし

略
原
本

折
紙

1 上１０９

３２９
Ｄ５

Ⅳ
５

記載なし 川柳と大井川
○山田健治
●記載なし

「やなぎだる」等にある川柳から、大井川川越に関するものを書きつらねた
もの。例：「川越はとんぼのつるむ気味があり」、「現世でも輦台に乗る大井
川」、「とりついて蠅も越しけり大井川」、「駿遠にあくびをさせるきつい降
り」、「川留めの所の者になりそうな」、など。

原
本

ガリ
版 1 上１０９

３３０
Ｃ１０

Ⅳ
５

記載なし 呈雲嶺先生伏乞斧正
○河村秀暁
●記載なし

漢詩１７首を雲嶺先生に呈して「伏乞斧正」を願ったものか。（雲嶺先生と
は藤枝の石野雲嶺か？

枚数５枚
原
本

竪
帳

1 上１０９

３３１
Ｃ１３

Ⅳ
５

記載なし 春草間房私記草稿
○（河村暁）？
●記載なし

漢詩１２首、題画小引５幅の草稿、越国雪城の画についての小引は別紙
に書かれたものが挟み込まれている。

紙数４枚
原
本

竪
帳

1 上１０９

２３２
Ｃ９

Ⅳ
５

記載なし 伏乞　雲嶺石先生茲正
○河暁
●記載なし

漢詩「思星洋」など９首を雲嶺石先生に「伏乞」し「茲正」を願ったものか。 紙数５枚
原
本

竪
帳

1 上１０９

３３３
Ｃ７

Ⅳ
５

記載なし 吸霞堂小稿
○河村暁（著）
●記載なし

漢詩「暮泊」その他４０首余を収録。 紙数１１枚
原
本

竪
帳

1 上１０９

３３４
Ｅ７９

Ⅳ
５

記載なし （書簡・詩）
○略
●略

金谷町所在文書目録の、Ｅ７９、Ｅ１６０号を収録。
原
本

状 2 上１０９

３３５
Ｄ１３

Ⅳ
６

記載なし 永村茜山略伝草稿
鈴木武雄

○記載なし
●記載なし

茜山は、本姓長谷川氏、家代々幕府に仕える。茜山は文政３年生まれ、渡
辺崋山側近の弟子であった。

ペン書き
原
本

綴
り

1 上１０９

３３６
Ｄ６

Ⅴ
２

昭和３１年１０月
（１９５６年）

丸尾月嶂小伝
○鈴木武雄著（表紙）
●記載なし

丸尾月嶂は金谷宿本陣柳屋の出、６代藤左衛門郷高の子、明和２年生ま
れ、本名は礼助、幼きより絵を好む、１７歳で伊勢国月僊（円山応挙派）を
師事など、彼のその後の活躍をまとめたもの。

ガリ版
原
本

プリ
ント 1 上１０９

３３７
Ｄ１２

Ⅴ
２

昭和４８年２月
（１９７３年）

青田河村多賀造先生
○島田市向島町：鈴木武雄
●記載なし

「多賀造伝」を記述、多賀造は金谷宿問屋、河村六郎・次郎の長男として
生まれる。５歳で金谷宿の積学永村長五郎（茜山養父）を師とし、漢籍・書
を学ぶ。安政５年に生まれ、昭和８年７６歳までの事績を述べる。

ガリ版
原
本

プリ
ント 1 上１０９

３３８
Ｄ３

Ⅴ
４

昭和２９年１月１６日
（１９５４年）

書状
○山梨県南都留郡谷村町：永井日出男
●竹内辰次

永村茜山に付き問い合わせの手紙。 ペン書き
原
本

便
箋

4 上１０９

３３９
外２６

Ⅴ
４

昭和３９年
（１９６４年）

書簡（ハガキ）
○略
●略

昭和３９年以降の通信文を一括する。鈴木武雄宛のものが多い。
原
本

葉
書

20 上１０９

３４０
Ａ134

Ⅴ
４

11月16日 書簡
○□本鈔三郎
●金谷宿

先刻注進上を差し出した。烏丸殿は１５日府中泊、今日１６日日坂泊、戸
田大和守は今日１６日藤枝泊り、明日は見附泊、他の方も同様、ただ烏丸
殿だけは宿泊できるようにお願いしたい。

原
本

状 1 上１０９

３４１
Ｅ１６

Ⅴ
４

略 書簡
○略
●略

金谷町所在文書目録の、　Ｅ１６、Ｅ３２、Ｅ３８、Ｅ３９、Ｅ４３、Ｅ６０、Ｅ８９、Ｅ
１１３、Ｅ１３５、Ｅ１６２、Ｅ２０７、Ｅ２１０、Ｅ２４３、Ｅ２６８、Ｅ３４０、Ｅ３４２、Ｅ３４
３、Ｅ３９４、Ｅ３９５、Ｅ３９７、Ｅ３９８、Ｅ３９９、Ｅ４００。

原
本

状 23 上１０９

３４２
Ｂ２

Ⅴ
６

明治３７年
（１９０４年）

惜陰堂文稿
第４号

○記載なし
●記載なし

明治３７年より明治４０年まで、但し、順序錯雑、この間の資料を綴じこんだ
もの。

原
本

綴
り

1 上１０９

３４３
Ｂ１

Ⅴ
６

明治３７年以降
（１９０４年）

惜陰堂文稿
第３号

○河村　昏
●記載なし

明治３７年より明治４０年までの間で、収集した資料を綴ったもの。
原
本

綴
り

1 上１０９

３４４
Ｂ３

Ⅴ
６

明治４１年４月
（１９０８年）

惜陰堂文稿
第５号

○要石山山人春
●記載なし

明治～大正に至るまでの地歴・倫理資料を綴じこむ。順序不同。
とじひも崩
れ

原
本

綴
り

1 上１０９

３４５
Ｄ２２

Ⅴ
６

記載なし （研究ノート）
○記載なし
●記載なし

標題には「研究ノート」とあるが、歴史や学校行事等、備忘録のようなもの。
大学ノートに書き付けてある。

原
本

ノー
ト 1 上１０９

３４６
Ｃ４

Ⅴ
６

記載なし 民選区会祝詞
○区中一贄民
●記載なし

王政一新の祝詞。
原
本

綴
り

1 上１０９

３４７
Ｄ２０

Ⅴ
６

略 （中山新道諸払書類綴）
○略
●中山新道会所

諸経費代金請取、詳細略。
原
本

綴
り

1 上１０９

３４８
Ｅ337

Ⅴ
６

１３日 （口演）
○会所
●金原

金谷町所在文書目録の、Ｅ３３７号を収録。
原
本

状 1 上１０９


